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ご 挨 拶

千葉市長 鶴 岡 啓 一・

この度、 協同組合 千葉電設協会には、 会報 「千葉電設協会 だより」 第２０号が発刊さ

れ ま し た こ と
、
心 か らお 喜 び 申 し あ げ ま す。

皆様方には、 日頃より、 好地理事長さんを先頭に一致協力され、 業界の発展に努め

ら れ て お り ま す と と も に、 市 民 生 活 の 向 上 並 び に 市 政発 展 の た め、 多 大 な る
ご 理解 ・

ご協 力 を 賜っ てお り ま す こと、 心 か ら 敬 意 と感 謝 の意 を 表 す る 次 第 で あ り ま す。

さ て、 本 市 は、 人 口９２万 人 を 擁 す る 政 令 指 定 都 市 と して、 着 実 な 発 展 を 続 けて お り

ま す が、 現 在、 急 速 な 少子 ・ 高 齢 化 や 国 際化 の 進 展、 経 済 構 造 の 変 化な ど に 伴い、 あ

らゆる分野で変革 が進む中、 これまで以上に自 主性・自立性を高めた、 個性的で魅力

ある都市づく りが求 められてお ります。

そ こ で、 私 は、
本 市を 住 みや すく、 働き や す く、

訪 れ て 楽 し い 都市 に する た め、
こ

れまで取り組んでまいりました都市イメー ジの確立や子育て支援策をは じめ、 防災や

防 犯、
バ リ ア フリ ー、 さ ら に は 都 市 の 再

生・ 整 備、 自 然 環 境 の 保 全
な ど
、 各種 施 策 の

展開に努め、 ９２万市 民お一人おひとりが夢と希 望を持ち、 安全で安心して暮らせるま

ち づく り に 全 力で 取 り組 ん で い る と こ ろ であ り ます。

特に、 最終年次と なります 「新５か年計画」 の総仕上げとして、 計画 事業の着実な

推進に努めるととも に、 平成１８年度からスター トする 「第２次５か年計画」 の策定に

あ た っ て は、
時代 の 潮 流 を 的 確 に 把 握 し、 市 民 の皆 様 の 御 意 見 を 十 分踏 ま え、 策 定 し
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て ま い り ま す。

また、 公共建築の整備につきましては、 時代の変化と多様化する市民ニーズに的確

に 対 応 し、 調 和 の と れた 施 設
整 備 を 効 果 的 ・ 効 率 的に 行 う とと も に、 ハ ー トビ ル 法 に

基 づく 施設 づく りやバリ アフリー 化の促 進な ど、 高 齢者や 障害者を 含めた、 全て の

方々の利用に配慮した公共建築の整備を進めているところ であります。

こ の よ う な 中、 皆 様 方に は、 日 頃 よ り、 建 築 電 気 設 備の 高 度化 等 に、 迅
速 か つ 的 確

に対応すべく、 工事情報の電子化や、 時代に即した技術の 研鐙・施工能力の向上に努

められるなど、 様々な課題に積極的に取り組まれ、 本市建 築行政の推進に ご尽力をい

た だ い てお りま す こ と、 誠 に 心 強 く 存 じ て い る 次 第で あ り ま す。

皆様方の業界を 取り巻く環境も、 厳しい経 済状況の中で、 大変なご苦労があろう か

と 存 じ ま す が、 ど う か、 皆 様 方 に は、 さ らに 一致 協 力 さ れ、 業 界 の発 展 に 努め られ ま

す と と もに、 市 政 に 対 し ま して、 一層 の
ご支 援 ・ ご協 力 を 賜 り ます よ う、 心 か ら お 願

い申 しあ げる 次 第 で あ り ま す。

お わりに、 協同組合千葉電設 協会の今後ま すますのご発展と会員皆様方のご健勝・

ご活 躍 をお 祈 り い た しま して、
ご 挨 拶 とい た しま す。
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「花を楽しむ」

千葉市都市局建築部 部長 金 井 一 男

ち ょう ど今から６年前になろうか。 妻が健康のためにと早朝 の散歩を始めた４月初

旬の土曜日、「お 父さん、 千葉公園の櫻が大変きれいだよ」 と暗に一緒に散歩 を求めて

きた。 私は 日頃の不義理を少しでも解 消しようと、 昨晩の酒がまだ残ってお りもう少

し寝て いた かったが一緒に行く 事にした。 そ して千葉公園の綿打ち 池周辺を 散策 した

が丁度櫻が満開の時期で、 そのあまりのすばらしさに酔いしれた。 これが花 を楽しみ

始 め た きっ か け だっ た よ う だ。

これを機 に妻 が仲間か ら得た情報を元に、 みつわ台の桜並木や青葉公園の 櫻が散る

までの短い 期間に次々と櫻の美しさを堪能した。 ５月初めには川村美術館を 訪れたが

ツツジ祭り の時でまさにツツジが真っ 盛り、 緑の枝と一面に咲きそろった真っ赤な花

のコントラス トの美しさに思わず感 嘆した。 ６月は水郷で知 られて いる潮来の 「あや

め 祭 り」 を 見物 した。 じ つ に 鮮や か な、 凛 と した 直 立 し た雰 囲 気 で、 しか も
びっ し り

と群 生して 咲くあやめの花は非常に力 強く心を惹きつけ、 そ の見事なことはとても一

口にはいいつくせない。 ７月 は千葉市 の花である大賀ハス が千葉公園の一角に所狭し

と大きなピ ンク色の花を咲かせて いる。 毎年開花時期には早朝 から多くの市 民が訪れ、

その可憐な 姿に魅入っている。 泥や汚 れた水の中から非常に清らかな花が咲き、 また

その葉にた まった水玉の滴は水晶のよう に美 しく、 何かはかなく も清らかな命の輝き

を 感 じた。

こう して 春か ら夏にかけて花が最も多く 咲きそろうこの時期、 妻と一緒に 家庭サー
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ビス と日頃のス トレス解消のため 毎年花の名所を訪れ楽しんでいる。

次 は 牡 丹、 藤、 薔 薇、
あ じさ い と、 そ

れ も お 金 を か けず 県 内の 近 場 を 駆 けめ ぐり、

綺麗に 咲きそろった花を観賞し酔 いしれている。 最近は見るだけでなく ガーデニング

ま で と は いか な い が、 鉢 植 えを 少 しず つ 増 や し 季 節 の 花 を 育 て 悦に 入っ て い る。

千葉市では 「花の都ちば」 として花いっぱい のまちづく りを進めているが、 我が家

も 気 持 ち で協 力 し て い る。

花は 人の心を和ませ幸せにして くれる。 私も 現役生活あと５ヶ月 程で あるが電設協

会の皆様には本当に長い間お世話になり、 大変 感謝しております。 残り 少ない期間で

は ある が 花 の心 を も っ て 頑 張 りた い と思 う。

、欝つ　慕 於
｝
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道 の 駅

千葉市下水道局建設部 部長 麻 生 兼 二

四 季折 々、 何 と か 理 由 を つ け
て 歩 き 回 っ て い る。

特に、 車 で 出 掛 ける と、 主 要な 道 路 に 道 路 標 識 と は 趣 の違
う 標 識 （？） が あ り、 突

如、 道 沿 い に 立 派 な ド ライ ブイ ン （？） が 出 現 する。

こ れが、 そ ろ そ ろ 休 も う か と 思う 間 隔で
立 地 して い るか ら不 思 議で あ る。

駐車場はきちんと整備され、 立派な トイ レと休憩場所、 レス トランや物産販売所も

あっ て 魅力 的 で な か な か 素 通 り は 出来 な い。

こ れ が道 路 のオ ア シス 「道 の 駅」 で ある。

ここでは ドライバーが安心して休憩 でき、 加えて地域文化や名 所や特産品の情報を

取れる地域の核となっ ていて、 休憩・ 情報発信・地域振興を合わ せ持つ独自の施設と

な っ て い る。

こ のよ う な 「道 の 駅」 に 興 味 を 持っ て、 今 で は 近 県 等
で 新た な 設 置情 報 が あ る と、

土 日 は 何や か や 言 っ て 出 掛 け る よう に なっ て しま っ た。

私と 「道の 駅」 の出会いは平成４年 政令市移行時に遡る。 当時道路部門を担当して

いて、 建 設省 道 路局 が 進
め て い た こ の 施 策 に どう 乗 る か、 思 い を 巡 ら した こ と を懐 か

しく 思 い 出 す。

結局 本 市 で の 展 開 には 至 らな か っ た が、 自 分 と
「道 の駅」 の 係 わ り の 初 めで ある。

そ の後、 平 成 ５ 年 に第 一 回の 登 録 が 行 わ れ て、 全 国 で
１０３箇 所 が 登 録 さ れ 現 在で は、

全国津々浦々約８００箇 所 の道の駅が誕 生する に至っており、 県内にも多くの道 の駅 が



（協）千 葉電 設協 会だ より （７）

開設されているが、 その中で一番印象深いのが県内第１号 となっ た富浦 の道の駅 「枇

杷 ク ラ ブ」 であ る。 正直、 町 の こ の 構 想 を聞 か さ れた と き は失 礼 な が ら そ の行 先 き に

不安を感じて いたので、 オープンの１ヵ月後 の平日に自宅から２時間掛 けて出掛けて

み た。

予想は見事に覆された。 奇抜なデザイ ンな がら落ち着いた見事な配色の建物、 内部

は休憩・情報発信・地域振興のためのエリア がバランスよくゆったりと配置さ れて実

に 心 地 い い。 多く の 人 達 が 訪 れ、 特産 の枇 杷 関 連 製 品
な ど を 買 い 求 め て い た。

その後、 この枇杷クラブは関 係者の普段の努力が実っ て、 平成１２年に一度だけ実施

さ れた 「道の駅グラ ンプリ」 で見事 最優秀 賞を 受賞した。 （是非訪れ てみることをお

勧め したい施設である）

さ て、 道 の 駅 も 誕 生 以 来 十年 余 り、 様 々 な 変 化 が 出て き て いて、 枇 杷 ク ラ ブ の 様 な

古 典 的 な 形 態 か ら、 最 近 では 温 泉 付き 施 設、 美 術 館、 プー ル、 イ チ ゴ 狩 り な ど の ほ か、

オ ー トキ ャ ン プ 場、 コ ン サー ト ホー ル、 プ ラ ネ タ リ ウム 等 様々 な 工 夫 が な さ れ て い る。

ま た、 地 域 振 興 施 設 で は、 駅 によ っ て は 年 間 数 億 円 を 売 り 上 げる も の もあ る と 言 う。

それぞれ、 地方で知恵と工夫 を凝らした道の駅が作られることは、 好 奇心旺盛な自

分 と し て は 大 歓 迎 で こ れか らも 何 とか 理 由 を つ け て 歩き 回 っ て、 見 て・聞 い て・味わ っ

て や ろ う と 思っ て い る。

鱒
． 。．

騨
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「運」 について考える

千葉市都市局建築部 建築設備課 電気第二係長 石 井 晴 美

あなたは 「運」 が良い方 ですか。 例えば車で道路を走行している 時にしばらく青で

あった信号が変わることなく 通行できたり、 逆に赤信号がタイミン グよく青信号に変

わ り ス ム ー ズ に 通 行 で きた 時、 運 が良 い な と 感 じ た こ と は
あり ま せ んか。 一 昨 年 ま で

の 私 は、 赤 信 号 が 多く、 運 は、 悪 い方 の 人 間 で し た。

ま た、 私 は、 勝 負 を 決 す る あ の 瞬間 の ス リ ル が 何
と も 言 えず 好 き で、 千葉 市 の 公 営

事 業 （一般 的 に 競輪 と 言 う） の 売り 上げ に 貢献 して い る 一 人 で す。 あ る 時期、 い っ こ

う に運が向かず悔 しい思いの連続で、 趣 味と気分転換にと思ってや っていたこと が逆

に ス ト レス とな っ た の で す。

こ ん な こ とを 期 に、 私 は、
「運」 と 言 う もの を 真剣 に 考 え る よ う にな り ま した。

「運という言葉の定義は、 人の 身の上にめ ぐりくる幸、 不幸を支配 する人間の意志を

超 越した働き」 だそうです。 要する に自 分の力ではどうすることも出来ない現象なの

で す。 だか ら運 は 気 ま ぐれ で、 引 き寄 せ ら れな い も の だと 思っ て い ま した。

し か し、
私 は、 運 を

貯 め る 方 法 を 考 え ま した。 良 い 運 は 必 要 な 時 に 使 える よ う に 貯

め て お き、 悪 い 運 を捨
て て
、
良 い 運 の割 合 を 多く して お く の で す。 具 体 的 には、 街 頭

で 配 ら れ て いる ティ ッ シュ を 貰 わ な い、 友 人 等か
ら奢 られ な い、 落 ち て いる 小 銭 や 物

を 拾 わ な い な ど、 小さ な 運 を 使 わ な い こ と、 他 人か ら 施
しを 受 ける と 運 を 使っ て しま

う た め 減っ て 無く なっ て しま う と 考 え た の で す。 ま た、 今 自 分
に ッ キ が 無 い と感 じた

時 は、 わ ざ と 物 を 捨て る か 気 前 良 く 奢 る。 こ れ も効 果 は 絶大
だ と 思 い ま す。
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マイ ナ ス が続 い た 時 に は、
一気 に プラ ス を 増 や し て 帳 尻 を合 わ せよ う と は せ ず、 少 し

で も プラ ス した ら、 そ の 日 は
切 り 上 げ る。

運 は、
一 気に 上 昇 し ま せ ん。

一 歩 一歩 少 し ずつ で す。

この方 法を実践してからの私の 運は、 どん底状態か ら抜 け出し趣 味にも 薄日が差し

込 むよ う にな り、 信 号 も 少 しス ム ー ズに 通 行 出 来 るよ う に な り ま した。 こ れか らも 私

は、 運の 存在と蓄積を意識して 無駄使いせず大切にしたいと考 えています。

もし私 の勝手な法則を実践して いただき、 福 の神が現れま したら、 建築設備課にお

越しの際にお 話を聞かせて下されば幸いです。

疹織
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ビデオカメラ

千葉市都市局建築部 建築設 儲 電気第 孫岳噂主査 山 本 仁

ビデ オ を 撮 る こ と が 好 き で し た。
「好 き で し た」 と過 去 形に なっ て い る の は、 最 近 は

全く 撮 っ て い な い か ら で、 ビ デ オを 撮 る の は 子 供 が 小 学 生 まで か な と思 っ て い ま す。

きっ と、 父 親 カ メ ラ マ ンは 皆さ ん 同 じ で は な い で し ょ うか。 子 供 が被 写 体 に な っ てく

れ ませ ん か ら ね。

ビデ オ カ メ ラ と の 付き 合 い は、 父 親 カ メ ラ マ ン に な る よ り も随 分早 く 始 ま り ま し た。

まず は、 友 達 の 大 き なカ メ ラ で した。 Ｖ Ｈ Ｓ フ ルカ セ ッ ト をそ の まま 使 う も の で、 こ

れ がま た 大 き く て 重く て、 肩 に 乗せ て 撮 る も の で し た。 そ れを 持 っ て ス キ ー に も 出か

け ま した。 両 手 を 使わ な け れば な ら な い の でス トッ ク を 持つ こ と が出 来 なく て、 ま だ、

始めたばかりのへたくそスキーヤーには大変でした。 それでも宿に帰ってすぐに再生

して、 自 分 た ち の 滑り や 表 情、 しゃ べ り が 面 白く て 大 盛り 上 が り に なっ て、 ハ マ ッて

しま い ま し た。

こ う な る と 自 分 の ビデ オ が欲 しく て 欲 し く て。 し か しな が ら、 そ の
カ メ ラは 大き す

ぎる の で 片 手 で も て る８ｍｍビ デオ を 発 売 前 か ら 予 約 して １ 代 目 を 手 に し ま した。 遊
び

に行くときはよく持ち 歩いていて、 ゴルフでは撮影の合間にプレーをしている ような

感 じで した。 友 達 の 結 婚 式 で はカ メ ラ を 回 しっ ぱ な し。 最初 は 予 備 の バ ッ テリ ー を 充

電 して 交換 し な が ら撮っ て い ま した が、次 か らは三 脚 を 立て て１０ｍ の 延 長コ ー ドを作 り、

壁際の席にしてもらって ＡＣで直接動か して、 電源があれば ビデオライ トも、 撮られ

る 人 の声 も よ く と れ るよ う に指 向性 の 高 い マイ ク を 足 して と、 次 々 に 付 属 品 を 増や し
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て 大 げ さ に 撮っ て い ま し た。 そ れ をＶ Ｈ Ｓ に ダ ビ ング し て 渡 す と 喜 ん で も ら えて、 そ

れ がう れ しく て 頑 張 っ て 撮っ て い ま した。

そ の ころ、
当 時 の 設 備 課 長か ら 「君は ビデ オ カ メ ラ を 持 っ て ま す よね。 講習 会 が あ

る か ら 行っ て み た ら どう で すか」 とお 誘 い が あ り ま して、 もう 少 し腕 前 を 上 げた か っ

た の で、 恐 縮 し な が ら もイ ソイ ソ と 週 に 一 度 午 後 か ら 通 わ せ て も ら い ま し た。 メ ー

カーの 方が講師で、 受講生は自営業の人や主 婦、 定年後の時間に余裕のある人たちで

した。 撮影 テ ク ニ ッ ク を 教 わ り、 そ
れ ぞれ が 撮っ て き た も の を 皆で 批 評 し合 っ た り と

楽 しい 想い を さ せ て も ら い ま し た。 ５ 時過 ぎか らの 自 主 的 な 勉 強会 が 何 度 か あ り、 そ

れ は、 もっ と もっ と 楽 しか っ た で す。

２ 代 目 ビ デ オカ メ ラ はパ ス ポ ー トサイ ズ の デ ジタ ル に し ま した。 新 し もの 好 き と 言

われることもあり ますが、 新製品はいろいろと遊べて好き ですね。 デジタルビデオは

静 止 画 も 撮 れる し、 パ ソ コ ン に つ な い で 動 画 を キ ャ プチ ャ ー して プ リ ン トす る こと も

出 来 る か ら、 今 ま での よ う にス チ ー ル カメ ラ を 持た ず に、 ビデ オ １ 台 で 済 む、 荷 物 が

少 な く なる と思 っ て わ く わく で し た。 しか し な が ら、 写 真 画 質 に は 到 底 及 ばな か っ た

の で カ メ ラは 手 放 せな か っ た で す け ど、 ボ デ ィ が小 さ く な っ た の で す
ご く 楽 にな り ま

した。 撮影 も液晶モニターを使ってカメ ラを 下げて撮ると相手にプレッシャー を与え

な い で すむ し、 ワ イ ヤ レスリ モ コ ン で横 着 で きる し、 な ん と言 っ て も ズ ー ム が利 く の

がう れしかったです ね。 今までは２．５倍 しかなく 運動会で 我が子 が豆粒のようにしか

撮 れ ま せん で し た か ら。

しか し、 今
で は 運 動 会 に行 く こ と もな く な り、 子 供 と 一 緒 に 出か け る こ と もな く な

り、 ほ と ん ど 使 う こ と が 無く な っ て し ま い ま し た。 た ま に 使 お う と 思 っ て も バ ッ テ

リ ー が上 が っ て い て 動 か ない … 。 そ れ で もつ い 最 近 ３ 代 目 を 買 い ま し た。 Ｈ Ｄ Ｄ

でもＤＶＤでもなくＤＶテー プものです。 新技術ではなく熟成された 技術も良いかな

と思う今日この頃です。 おわり に千葉電設協会の皆様のご健勝と青年 部会のご活躍 を

お 祈 り 申 し 上 げ ま す。
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駅からハイキング

千葉市建設局 土木 部 中央・美浜土木事 務所長 大 谷 節 桜

若 い ころ か ら、 細
身 な が ら体 力 に は 自 信 があ っ た 方で あ る。

しか し な が ら、 近 年 は体 力 の 衰
え を 感 じて い る。 例 え ば、 脚 力 の 低 下 な

ど もそ の一

つ だ。 足 が あ が らな い、 歩 く ス
ピ ー ドが 遅く な っ た 等、 聞 け ば 多 く の 人 が 経 験 して い

る よ う で あ る。

体 力 の 衰 え を 逃 れ る 術 は あ る 訳な い が、何 年 前 か ら だ ろ う か、健 康管 理 の 意 味 か ら
も ふ

だんか らで き る だけ 歩く こと に して い たが、こ れが な か なか 思 う よう に 長 続き し ない。

こ ん な 中、 １０月 ２ 日 （日） Ｊ Ｒ 東 日本 が 主 催 す る
「駅か らハ イ キ ング」 に 参 加 し た。

外 房 線 行 川 アイ ラ ン ド 駅 か ら安 房 天 津駅 ま で の 歩 行 距 離 約１２ｋｍのコ ー ス で あ る。

行川アイ ランド駅に到着する各電車か らは、 続々と中高年男 女がはき出さ れ、

そ の 数 は お よ そ２０００名 とか。 天 候
に も恵 ま れ な か な か の 盛況 で ある。

登録をすませて１０時１０分、 足な らし気分でスター ト。 まず は大沢漁港入口を経て誕生

寺 ま で の ３ ｋｍで あ る。

う ち、 大 沢 漁港 入 口か ら誕 生 寺 ま で の
２
．
２ｋｍは、 海 岸 沿 い の 断

崖 の 中腹 を 横切 る 間 道

で
、
左前 方 に入 道 ヶ 岬 や 雀 島 の 絶 景 を 観な が らの、 知 る 人

ぞ 知 る 昔 の街 道 だ。

やや 強め の風が心地良く約１時間で誕生寺に到着。

この 寺 は、日 蓮 聖 人の 誕
生 を記 念 して 弟 子 の 日家 上 人 が建 立 し た日 蓮 宗の 大 本 山で ある。

名刹 に ふ さわ し い建 築物 や宝 物 を 拝 見す る こ とが でき る が、残 念な が らそ の 趣 味は 無い。

形 ばか り の 参拝 を 終 えて 道 草 がわ り に、
鯛の 浦 の遊 覧 船 に 久 しぶ り に 乗っ た。
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ご 承知 の とお り、 日 蓮 聖人 ゆ か り の 鯛 たち が 棲 む とい わ れ る 鯛 の 浦。 本 来 群 を なさ な

い深海 の鯛がなぜかここでは浅瀬に群をな して 泳いでいる。

あ い に く
、 海 が

荒 れ て いる の で い つ も の 遊覧 コー ス の 半 分 で 終 了。

昼 食 は小 湊 の 新 鮮 な 海の 幸 を 腹 一 杯 い た だ き、 満足 し た とこ ろ
で
、
「さ あ て と」 気 分

も 新 た に 国 道１２８号 を 南 に 向 か う、 ２．５
ｋ皿で 実 入 ト ン ネ ル だ。 こ こ は 国 道１２８号 のバ イ

パス的 歩行者専用 の トンネルである。 トンネルの内側に描かれた海底の魚群の絵は地

域のボ ランティアが始めたもので、 群炎美術協会の大森画伯の制作指導のもとで、 女

子美術 大学の学生有志や一般町民その他多くの人々 の協力で制作されたものである。

トンネ ル内のところ どころに天津 の今昔を紹介 した写真も展示されてお り、 歩行者の

目 を 楽 しま せ て い る トン ネ ル だ。 更 に歩 を す す め る こ と 約 ２
ｋｍ。 城 崎 海 岸 に 到 着。 夏

の喧 騒 は どこ へ や ら、 今 は人 もま ば らで 閑 散 と し て いる。 ふ と柄 に も 無 く
「東 海 の小

島の 磯 の 白 砂 に 我な き ぬ れて 蟹 と た わ む る」 の 歌 を 思 い 出 した。

一時の休憩をして、 後は磯と砂浜の眺望と潮の香りを楽 しみながら、 一気に歩け歩

けで ゴ ー ル の 安 房 天 津 駅 まで４．５
ｋｍ。

ス タ ッ フの 駅 員 に 「お 疲 れ様」 と 迎え ら れ 時 計 を 見る と正 に１５時で あ っ た。

所要時間約５時間のハイキ ングが 終わり若干の満足感 と疲 労感を覚えながら、 また、

今 度 は どこ に 行 こう か な と考 え つ つ 帰 路 に 着 い た。

常 日 頃、 運 動 しな く ち ゃ、 歩 か な き ゃ と 思 っ て は いる が どう も続 か な い。

『継 続 は 力 な り』 と い う け れ ど、
「と て も と て も ・ ・ … 」。

そ の 夜、 い つ も
ど お りの 晩 酌 が は ず ん だ こ と は 言う ま で もな い。
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と く ゆう ち ん

特優賃がお得です１

千葉市住宅供給公社 常務理事 佐 浦 和 夫

投稿のお 話を戴きま したが、 無趣味な私には 皆様に紹介するような事 柄もなく途方

に 暮 れ てお りま した。

毎日楽 しみに してい る晩酌 の話が良 いか、 そ れとも体 調管理の話 しに しよう かと

迷っ て い ま した が、 い
ず れ も 寂 し い 内 容 とな り そ う で あ り、 ま た、 お 読 み にな っ て い

る方々 の中には落ち込んでしまわ れる方が居ら れると思うととても書けません。

そ こ で、 折角 の 機 会 で あ り ま す の で、 貴協 会 の会 員 の 皆 様、 或
い は ご 家 族の 皆 様 に

多 少 と も お 得 にな る お 話 しを さ せ て 戴く こ とに しま した。

私共、 千葉市住宅 供給公社は、 公共賃貸住宅 の供給と管理を主に行っ ており、 一つ

は、 千 葉 市 か ら 委託 を 受 けた
「市 営 住 宅」 の管 理、 二 つ は、 民 間 の 建 築 主か ら委 託 を

受けた 「特定優良賃 貸住宅」 の管理です。

今 回、 ご 紹 介す る のは
「特 定 優 良 賃 貸住 宅」 で、 通 称

「特 優 賃 住 宅」 と いい ま す。

この賃貸住宅は、 民間オーナー の建設した集 合住宅 （ファミリー 世帯 向け） を公社

が借上げ、 千葉市か らの家賃補助を入れた激安 家賃で市民及び市内企業 にお勤めの方

にお 貸 し する もの で す。

募集は随時 （抽選ではありません） 行ってお ります。

現 在、 物 件 数は、 中 央 区６、 花 見 川 区１０、 稲 毛 区４、 若 葉 区 ８、 緑 区１、 美 浜 区 １

の 合 計３０団 地で、 戸 数は１，
０５３戸 と なっ て い ます。

ま た、 住 戸 は、 タイ プで は ３ Ｌ Ｄ Ｋ、 面 積 で は 約
６５㎡ が 中 心 と なっ て いて 比 較 的 広

い プ ラ ン で す。

ま た 駐 車 場 は、 各 団 地共 １ 戸 １ 台 の ス ペ ース が用 意 さ れ て い ま す。

そ して 大事な 家賃につ いてですが、 住戸の広さや 立地条件 により異 なりますが、

３０団 地 中１６団 地 で、 市 場 家賃 の 約５５％ く ら い の 負 担で 入居 で き ま す。

（収入と家族人数により異なります）。

な お、 家 賃 は 年約３．５％ ず つ 上 昇 （補 助 額 の減） し ま す が、 マイ ホ ー ム 取 得 を目 標
に

されている方には、 広い間取りの住宅に住みつ つ資金づくり ができますので大変お得

な制 度 で す。 是 非 ご 活用 下さ い。
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組合 各社の福利厚生担当の皆 様！遠方から通ってお られる 社員の住居 としていかが

で しょ うか。 住 居 費 （手 当） は 勿 論、 通 勤 費 （手 当） も 安 価 とな り ま す。

また、 お子様のご結婚で住居 をお探しの方１お 孫さんの面倒を看られる方！お孫さ

んに す ぐ会 い た く な る 方 ！い か がで し ょ うか。

皆様のご家族の絆をつな ぐ千葉市住宅供給公社の「特優賃住宅」案内は次のとおりです。

＊ お 問合 わ せ、 お 申 込 み

千葉市住宅供給公社 中央区千葉港２－１

千 葉中 央コ ミ ュニ ティ セ ン ター １ 階

Ｔ ＥＬ Ｏ４３－２４５－７５１５

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４３－２４５－７５１７

営業時間 平日 午前８ 時３０分～午後５時

日曜 午前１０時～午後４時

ご夫婦、 ご婚約者ご同伴で物 件捜しをお楽しみ下さい。

＊ リー フ レ ッ ト配 布 の み

各 区 役 所 ホー ル ・ ロ ビー

＊ ホー ム ペー ジ

検 索ワー ド 「千葉市住宅供給公社」

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｊｋｋ，ｏｒ．ｊｐ／
ｉｎｄｅｘ．

ｈｔｍｌ

図々しく も広告料を払わずに宣伝してしまいました がお許し下さい。

協同組合千葉電 設協会並 びに組合員皆様の益々の ご健勝、 ご発展をお 祈り 申

し 上 げ ま す。

磯灘 罎、
熟居者募集のご案内



（１６） （協）千葉電設協会だより

コス ト削減と安全について思うこと

肝 葉市都市整備公社 建築課主幹 石 川 進 一

この度 『機関紙第２０号』 発刊にあたり、 寄稿の依頼を賜 り恐縮 しているところでご

ざい ま す。

私は、 電 気の業務に 携わ り早３３年が 経過し、 その 間の１８年間は施 設管 理業務に携

わっ て い ま し た が、 数 年 ぶり に 工 事 部 門 の 担 当 に なり 半 年 が 経過 い た し ま し た。 これ

か ら も よ ろ しく お 願 い 申 し上 げ ま す。

さ て、 昨 今 の 建築 業 界を 含 め た 日 本 の 情 勢 は、
「コ ス ト削 減 ・ 人 員 削 減 ・ 経 費 削 減」

と削減の風潮の中、 現場を担う技術者としては安全に対 し危機感を持っているのは私

だ け で しょ う か。

私 が 思 う に、 安
全 を追 求 す る に は 技 術 の 進 歩 は 勿 論で す が、 そ れ だ け で は なく、 経

験豊かな技術者の蓄 積された技術力と感とひらめきに頼っている部分が多いのではな

い で し ょ う か。

一例として、 数年 前に起きた地下鉄での脱 線事故では軌道の事も原因の一つとされ

ていますが、 人件費等の経費節約のため軌道 試験車による定期点検にのみ頼って、 数

値が許容範囲だから大丈夫と判断し、 結果的 には事故がおきた事も事
：実です。

もし、 経験豊かな技術者が目視と感による 点検 も加えて判断していたならば防げた

可能性があるのでは と考えてやみません。

電気設備の日常点検でも同じ事が言えるのではないかと思います。 デジタル化され

て い る 世 の 中で、 数 値 的 な デ ー タ に 頼 り きっ て は いま せ ん で
しょ う か。

以前ある施設にお いて運転を委託している 業者か ら、 日報のデータ は 「コンピュー

タの打ち出した記録 がある」 ので十分ではな いか、 毎日定時に巡回して の記録作業は

経費節減の為止めた いとの申し出がありましたが断りました。 理由はとの反論 があり、



』
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時間と経費が無駄であると言わ れました が、 あくまで続ける様にと指示を出し継続し

ま し た。

私の出した指示には責任者としての理由が あります。 巡 回点検は数値集めが目的で

は な く、 そ
れ ぞ れ の 現 場 に 赴 く こ と に 意 義 が 在 る の で す。 経 験 に よ り 得 た 感 覚 は、

機械室に入った瞬間の雰囲気でトラブルを直 感で予測することも不可欠です。 臭い・

温 度 ・ 音 ・ 振 動・ 肌 で 感 じ る 感 覚 な ど、 人間 の 五
感 に よ る 状 況 把 握 ほ ど鋭 い も の は な

い の で は と 思っ て い ます。 そ し て、 そ れ ぞ れ の 設 備 に向 か い今 日 も 元気 か と心 の 中 で

囁 く 事 も大 事 で はな いで しょ う か。

安全性の向上を追 求すればその分コス トは増加し、 コス トを抑えれば安全性は低下

する傾向にあります。 昨今の日本国内では停電しないのが当たり前と言う感覚ですが、

こ の こ と は、 会 員 の 皆 様 方を
含 め た 電 気 技 術 者 が 支 えて い る ので す。 こ の こ と を踏 ま

え我々電気技術者は自信と誇りを持ちませんか。

さらに世界の電力事情について、 日本とは根底か ら違う と言うことも知らない人 が

ほ と ん どで し ょう。 そ し
て
、 停 電 に

よ る 経 済 的 な 損 失 も莫 大 に な る こ と も 思っ て もな

い で し ょ う。 た だ表 面 だ け見 た 中
で
、 電 気 代 が

「ヨ ー ロ ッ パ や ア メリ カ 等 の国 々 よ り

高すぎる」 などと経済学者や報道機関などは言っています が、 日本国内での年間停電

時間と他の国々と比較すると数十倍の違いがあります。 この様に停電時間の確率論か

ら比 較 する と 本 当 に 価 格 が高 い の で しょ うか。

この ようにただコス トを云々し削 減だけする のではなく、 「何が大切で何 が我慢で

きるか」 な どと本筋を考える必要 があるのではないでしょ うか。 そこに安全性向上へ

の道があり、 便利で安全性とコス トバランスの取れた技術 立国日本の繁 栄につながる

こ とと 願っ て や み ま せ ん。

そして、 数年前宇宙飛行士の毛 利衛さんの講演会を聞いた時の言葉を 引用 しますと、

「技術 者は自らの努力で得た技術 と能力や知識な どは自ら信じ、 最後まで忠実に遂行

するこ とが自らの安全につな がり、 さ らに周囲の安全が高 まる事 になる 事が技術者の

使命 で ある」 と 話 し て お ら れま し た が、 こ の こ とを 私 も 心 に 止 め、 これ か ら も技 術 者

と して 更 に経 験 を 重 ね、 安 全性 に 貢献 出 来 る こ
とと 信 じ て お り ま す。

終わ りにあたり、 貴協会と会員 皆様方々の
「高度な技術や多く の知識 ・知恵」 を習

得する ことに ご努力されますよう ご期待申 し上げるとともに、 皆様方の ご健勝と更な

る ご発 展をご祈念申 し上げます。



（１８） （協）千葉電設協会だより

時代のながれ

肝 葉市都市整備公社 建築課 設備第 孫 長 高 相 房 夫

「（協） 千葉電設協会 だより」 が２０号を迎えると言う節目に投稿を依頼さ れましたこ

とは、 私に とっ て非常に 感慨 深いものが あります。 私が 直接協会の 皆様にお 世話に

なっ た の も２０年 前 で、 千 葉 市 建 築部 設 備課 に 配 属 に な っ てか ら に なり ま す。 そ の 後、

保全課、 千葉県都市モノ レール建設事務所、 電気設備課、 建築設備課、 千葉市立青葉

病院と異動し、 本年４月より （財） 千葉市都市整備公社に配属になりました。２０年を

経ても、 未だ協会員すべての方々 と直接仕事をすることが叶わず残念に思っておりま

す。 しか し、 私 が 配 属 さ れ た 数々 の 職 場で、 皆 様 と 様々 な 意 見や 情 報 を 交 換 さ せ て い

た だい た こ と が、 今 の 私 に とっ て 大 き な 財 産 と なっ てお り ま す。 ２０余 年 の 長 き に 渡り、

行く先々の職場でもい つも皆様に ご協力いただきありがとう ございました。 この場を

お借りして日頃の感謝と御礼を申し上げます。

私たちは行政側の人間として当然の事ながら、 業界の方々 とは一線を画してお付き

合いをさせていただい ておりますが、 仕事の中では、 皆様に人生や社会の良き 先輩と

して 電 気 設 備 工 事 につ いて は も ち ろ ん、
多 岐 に 渡 り ご指 導 を 賜 り ま し た。 本 年５ 月 に

協会の通常総会にお招き いただいた折、 久しぶりに皆様にお会いいたしましたが、 こ

こにも世代交代の波 が押し寄せ、 後継者の若い方々 を大勢お見受けいたしました。 時

代の移り変わりをしみ じみ感じた瞬間でした。

私 も 五 十 歳 と いう 年 齢 を 迎 え る 年 に な り ま し た が、 最 近 は、 次 代 の 担い 手 にな っ て

行 く で あ ろ う 業 界の 若 い方 々 に、 機 会 が ある 折 に 少 しず つ で は あ り ま す が 現 場な どで、
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私の経験や拙い知識をお話ししたりしております。 僧越で はありますが、 今後の仕事

や 人 生 に 少 しで も 役 立 てて も ら え た ら と、
憎 ま れ 役 を 買 っ て で て い ま す。

『う る さ い

や つ だ とお 思 い で し ょ う が …』 歌の 文 句 で は あ り ませ ん が、 これ か らは 微力 で は あ り

ま す が、 皆 様 へ の
ご 恩 返 しを さ せ て い た だ き た い と思 っ て お り ま す。

私 どもの職場でも世代交代の 時期が来てお りますが、 私たち年長者は、 今まで得た

知識や 技術を次代に引き継いで いくのが役目であると常々思っています。 いろいろな

面で、 技術革新がなされ昔とは 考え方や技法などが違ってきて難しい面は多々ありま

すが、 時代はめ ぐり、 次世代の 方々 がお互いに切磋琢磨し協力し合えれば、 我々の職

場の若い世代と、 業界の若い後 継者の方々と、 永遠に良い 関係が築かれていく ものと

信 じ て い ま す。

長年業界を支え てこられた皆様方、 我々 の職場の若い世 代にも人生や社会の先輩と

して、 遠 慮 する こ とな く 苦 言 を 呈 し てく ださ い。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す。

近年は、 直接皆 様方と工事の担当者として 現場でお会いする機会が減って しまいま

した が、
当 公社 の 敷居 は 常 に 低 く して お き ま すの で、 お 気 軽 に 立ち 寄 り、 声 を お 掛 け

く だ さ い。 お 待 ち して お り ま す。

最後になりましたが、 貴協会 のますますの ご発展と、 会員皆様方のご健康をお祈り

いた し ます。

Ｌ



（２０） （協）千葉電設協会だより

たかが ゴルフ・されど ゴルフ

協同組合千葉電設協会 副理事長 伊 藤 征 司

ゴ ル フ… あ ん な 耳 か き み た いな 棒 を 振 り 回 し て、
あ ん な 小さ な ボー ル を 追 い 回

して
、
何 が面 白 い ん だ、 そ

ん な ふ う に 思っ て いた 私 が、 今 で は ３ 度 の 飯
より もゴ ル フ

好 き と は … 困 っ た もの で す。

そ も そ も ゴ ル フ を 始 める き っ か け と なっ た の は、だ い ぶ前 の 話 に 成 り
ま す が、ある 日、

打 ち 合 わ せ は３０分 ほ ど で 終わ り、
い つ の 間 に か 話 題 が ゴ ル フ へと 変わ っ て い ま した。

降 っ て い た 雨 も あ が っ て 青 空 が 見 えは
じめ、 得意 先の Ｍ 氏 か ら、

「ち ょ う ど４ 人 だ し、

コー ス に で も行 こ う か」 と い う 話 に なっ た の で す。 他 の ２ 人 も
ゴ ル フ大 好き 人 間、 す

ぐ話 が ま と まり、
私 も誘 わ れ る は め と なっ て し まい ま し た。

当 時 の 私 は、 ゴ ル フク ラ ブ そ の 物 さ
え 触っ た 事 がな い し、 お ま け に 服 装 は 作 業着、

安全靴、 とて も一緒に 行ける 状況では ありません
でした。 仕事中で もある し一度は

断 っ た も の の、 結局 は 口 説
か れ、 不 安 を 感 じ

な が ら も渋 々 つ い て 行く こ と に し ま した。

場 所 は 八 千 代 市 に あ るパ ブリ ッ ク コ ー ス、
靴 は コー ス で 借り、 ク ラ

ブ は Ｍ 氏 と 一緒

の物 を 使わ して 貰 う と い う こ とに なり ま した。

いよ い よ ラウ ン ド、 Ｍ 氏 にク ラ ブ の使
い 方、 ル ー ル 等 を 教

え て も らい な が らス タ ー

トと い う こ と に 成り ま した。

ど う せ いく つ あっ て も 足り な い か ら と 渡さ れ た ボー ルは 傷 だ らけ、 パ ッ ティ ン
グ し

て も、 ま と もに 転 がっ
て く れ ま せ ん。 途中 で キ ャ

デ ィ さ ん が 見 か ねて、
「い く ら な ん で

も ひ どい よ ね ・ ・」 と ボ ー ルを く れた く らい で あ る。 前 半の
９ ホー ル は、 た だ 一 生 懸

命にボー ルを打つだけで精一杯で した。



．
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後 半 か ら は、 早
く も 握 り が始 ま り、 何 もわ か ら な い まま 皆 か らハ ン ディ を ３ ヶず つ

貰 い、 ス タ ー トと 成り ま した。 終 わ っ て みた ら チ ョコ レー ト を ３ 枚、 私 が 手 に して い

ま し た。

１ 日中 ゴ ル フを 楽 し ん で、 き れ い な 大自 然が 満 喫出 来、 帰 る 時 に は、 キ ャデ ィ さ ん

に 「一番上手だったわよ」 なんて お世辞を言わ れその気にさせられ、 ご機 嫌で帰った

の が、 事 の始 ま り で し た。

そ こ で 私 は ま ずク ラ ブ を 購入 し、 打 ち っ 放 し の 練習 場 に も 通 い 始 めた の で す。

現場の 昼休 みには電線管の先を曲げ、 クラブ代わりに素振り、 穴掘りの時はス コッ

プは 左 手 リ ー ドで、 常 に 左 手強 化 を意 識 した 私 な り の ト レー ニ ン グ を し た もの で す。

当 時 は、 会 員 の 同 伴 か 紹 介 と い う 事 で、
いつ で も 簡 単に コ ー ス で プ レ ー と い う訳 に

は い か な か っ た 時 代、 そ ん な 事 も あっ て コ ンペ の 誘 い があ っ た 時は、 何 を
お い て も参

加 した も の で す。

それから後、 機会 があって、 仲 間数人で長太郎カン トリークラブのメンバーと成る

事 が 出 来、 何 時で も 好き な 時に プ レー を し、 月 例 競 技 等、 メ ン バ ー な らで は の ゴ ルフ

を 楽 し ま せて も ら い ま し た。

ゴ ル フ を 始め て 楽 しか っ た 事、 梅 しかっ た こ と 等、 沢 山あ り ま す が、 中 で も３ 年 連

続 してホールイ ンワンを達成出来た事が一番だっ たと思います。

そ の 一回 目 の 時 は、 高 校 時 代 の 仲 間 と の ラウ ン ド、
お 祝 い を 少し 貰っ た の が 良く な

か っ た の か 後 が大 変、 遠 慮 なく た か ら れて し ま い、 結 局 保 険 金 もス ッ カ ラカ ン、
「お 前

らも早くホー ルイン ワンを達成して、 俺に借りを返せ！」 と仲間 にいってやりたい …

先 日、 杖 をつ き な が ら、 ク ラ ブ を か つ いで 練習 所に 入 る 元 気 な お 年 寄 り を 見 ま した。

何 と も 奇 妙な 姿 で は 有り ま した が、 そ の 姿 を 見 て い る う ち に、 何 歳
に な っ て も、 体

力 と気 力 があ れ ば、 ゴ ル フ を 楽 し める もの な ん だと、 何 か 嬉 し い 気 持ち に なり ま し た。

私 が そ こ まで や れ る か は 別 と し て、 生 涯 ゴ ル フ を 目 指 し て、 朝 は 犬 と 散 歩、 夜 は 暇

を 見 つ けて は ス ポ ー ツ ク ラ ブ へ と、 体 力 の 維 持 に 努 め る
「健 康 お 宅」 へ と な りつ つ あ

る 昨 今 で す。



（２２） （協）千葉電設協会だより

今日の在るを顧みる

大西電設㈱ 代表取締役 大 西 栄 利

会社勤め５ 年、 それから設計で基本を修得してか ら工事かと迷う。

電気工事の 知識は、 前の勤めで少々 持ち 合わせていましたが、 先輩らの助言より生

活の糧として 電気工事業が職業選択となりました。

工 事 を初 め て４０年 近く な り、 齢 も古 希 が 近く に 見 え る。 従 業員 数 も、
当 初 よ り 変 動

は 少 な い が、 従 業員 の 高 齢 化、 本 人 の 老 齢 化に 悩 む。 引 継 ぎ を 次 世 代 に委 ね る こ と を

考 え て いる が、 法人 組 織 と 云 え ど も 零 細 企 業は、 個 人 経 営 で ある 故、 外 部 よ り 運 営 者

を 招く もな ら ず、 現 在 の 会 社 の周 囲環 境 なり 客 先 に 精 通 し た 人に 委 ねる こ と に な る だ

ろ う
。

組 織の 長 と して、
バ ブ ル 時 期

、 そ
の 後 の不 況 時 と、 そ

の 時
、 そ の

時を 悩 ん だ り、 そ

の場を自分なりに解決して満悦しなが ら過ごして来ました。 経営 者として尊敬できる

人
、
人間 性 に 富ん だ 人 と 多く の 方々 に 出会 い ま し た。 今 日 在る の も、 多 く の 方 々 に 恵

ま れた こ と で あ り ま す。 先 人 曰く
“
継 続 は力 で あ り、 信用 とな り、 そ して 業 績 と な る

で あろ う
”
と。 特 出 し た 能 も なく、 ポ リ シー も 持 た な かっ た 自 分 は、 た だ 反 復 継 続 活

動 に す ぎな い 惰性 行 動 だ っ た と 思っ て いる。 今 と な っ て 悔 いる わ けで もな い。

次世代に運 営を委ねても完全に退社 とは出来ず、 今までの体験 を助言 し参考にして

も ら う こ とも あ ろ う が、
老 害 は 特 に留 意 する と こ ろ で あ る。 悠々 自 適 の年 金

生 活 を 夢

み る、 昨 今で
あ り ま す。



（協）千葉 電 設協会 だよ り （２３）

スポーツと私の青春

岩崎電気㈱ 千葉営業所長 大 桃 三 男

協同 組合千葉電設協会の会員の皆様方には、 日頃大変お 世話になり厚く御 礼申し上

げます。 またこの度、 浅学非才を自他共認める私に会報の寄稿の機会を頂き有難う ご

ざ い ま す。

何をテーマにと考えましたが、 最初に思い浮かびました のが半世紀を経た私の人 生

と共に 歩んでおりますのが各種スポーツであり音楽等々 の趣味でした。 趣味といえ る

か疑問 ですが、 特にスポーツは幼い頃より現 在に至るまで 分野は異なり ますが常に関

わ っ て お り ま す。 小 学 校 時 代 に は 草 野 球、 中 学 校 時 代 は 剣 道 部、 高 校 時 代 は ハ ン ド

ボ ー ル 部、 大 学 時 代 は 空 手 部、 社 会人 とな っ て は 空 手 ・ ゴ ル フ ・ 社交 ダ ンス 等 々 で す。

一貫しておらず何と移り気な事 と我な がらあきれ返る始末ですが。

振り返りますと小学校・中学 校は友達と遊び半分でした が、 高校時代 のハン ドボー

ル部は本格的な体 育会系 の部活 でした。 そもそも発祥は ドイ ツであり、 ファッシズム

国家のもと、 女子 の体力増強が 最大目的に発展したスポー ツです。 マイ ナーのスポ ー

ツ で し た の で、 全 国 大会 を 目 指 し勉 強 そっ ち の けで 練 習 に 明 け 暮 れ ま し た。 野球 ・ 剣

道とは違い非常に ド派手な色彩のユニフォー ムが女子高生に大変人気があり、 入部 を

決めたのもその様な不純な下心があっ たと記 憶しております。 しかし生来の怠け者の

私 に とっ て の大 き な 誤 算 は 予 想 も し なか っ た 「シゴ キ」 の 毎 日 が 待っ て い た 事 で す。

更に、 夏 季・ 冬 季 合宿 で は こ の 世 の 地獄 を 体 験 しま した。 しか し 青 春 の 東 只 中 で し た。

さ ら に、 大 学 時 代 は 折か ら
「燃 えよ ド ラゴ ン」 ブー ム の 真 っ 盛 り で ブ ル ー ス リー のカ ッ



（２４） （協）千葉電設協会だより

コ良さか ら迂闊 にもなんの迷いも無く 空手部へ飛び込 みま した。 当時は現在の様 なス

ポ ーッ空手では なく、 古武道然とした部活であり、 規 律絶対優先の先輩達の中で、 意

気揚々の怠け者 は高校時代とは数段違いの地獄を経験 する事になりました。 血を見る

事 や 失 神 は、 日 常 茶 飯事 で 骨 折 ・ ヒ
ビ 入 り ・ 打 撲な ど で２ 年 間 は 体 力 ・ 気 力 共 ボ ロ ボ

ロ 状 態 で し た。 し か し 正 に青 春で した。

お 陰で部活の厳しさや理不 尽さ を通じ、 理屈抜きでのチームに対する個の責任また

根 性・ 精 神 ・ 誠 ・ 人 間 関 係 等々、 そ の後 の 人生 に 大 切
な 社 会 生活 の 原 点を 学 ん だ 様 な

気 が しま す。

当 時 を 生き 抜 いた 友 人 数名 と は 現在 も時 々 会 い、 武 勇 伝 の ポ コポ コ 話、 ま た 会 社 ・

家庭の愚痴話な ど全く発展性の無いバカ話 を肴に毎回必ず泥酔して おります。 要反省

で す。

現在は週１～ ２回汗を流しておりますが、 目的は専ら怠惰な日々の生活よりの 肥満

防止 と、 稽古後 の泡立つ飲料 水による現世からの束の間 の逃避のためです。 また また

要 反 省 で す。

私共を取り巻きます経済市況は、 景気向上に転じたと はいえまだまだ不確実な状況

が 続 い て お り ま す。 が、 こ の 度 の 寄 稿 を 機
に せ めて 気 持 ち だ けで も 青 春 時 代 に戻 し、

当時熱く思い描いた 「青雲の 志」 を今一度思い出し、 老 骨に鞭打ち心機一転明日に向

かいたいと思います。 協会の 皆様方今後も倍旧のご指導 を賜りますよう何卒よろ しく

お 願 い 申 し 上 げ ま す。

以上

滋 亀
辮
聾



Ｌ

（協）千葉電設協会だより （２５）

賛助会員部門別名簿

資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メーカー部門

＊各部門五十音順に掲載

＊太字は広告掲 載会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱ 営 業 部 次 長 丹 羽 和 雄
１４１－

０００１

東京 都品川区北品川５丁目５番２７号

大崎電気ビル２ 号館２ Ｆ

０３－３４４３－７１７５

０３－３４４３－７６４４

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 席 屋 伸 之
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

４７５番 地 １

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 浅 井 祷 一
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１７番 ３ 号 袖 ケ 浦 ビ ル ８ Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

ミ ヤ コ 電 機 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
肩 上 哲

１３６－

００７６

東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目

１０番１０号

０３－３６４７－２７０１

０３－３６４７－０９４０

電材部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 関 東 扇 港 電 機 代 表 取 締 役 芝 田 秀 吉
２６２－

００４５

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台

４ 丁 目１３番１２号

０４３－２５７－４２６２

０４３－２５７－４５３０

首 都 圏 松 下 電 材 シ ス テ ム ㈱ 千 葉 営 業 所 長 木 内 純 一
２６０－

０００７

千 葉 市 中 央 区 祐 光

２ 丁 目１１番１６号

０４３－２２７－９３０１

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 貫 江 明
２６０－

００４５

千 葉 市 中 央 区 弁 天

３ 丁 目 ６ 番 ４ 号

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１

千 葉 市 中 央 区 都 町

２ 丁 目２３番１２号

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

東 芝 電材 マ ー ケ テ ィ ン グ ㈱ 千 葉 支 店 長 仲 野 修 一
２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２ 丁 目 ４ 番 １ 号

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

新 東 京 電 材 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 山 倉 竹 志
２６０－

０８４３

千 葉 市 中 央 区 末 広

３ 丁 目 ５ 番 ７ 号

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱ 千 葉 支 店 長 白 根 典 幸
２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２ 丁 目 ５ 番１２号

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 関 根 誠
２６４－

００３６

千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町

１２４番 地 １ 号

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９

藤 長 電 気 ㈱ 東 関 東 支 店 長 小 林 暁
２６０－

００１６

千 葉 市 中 央 区 栄 町４２番ｌｌ号

日 本 企 業 会 館 ７ Ｆ

０４３－２２３－６６３１

０４３－２２３－００１３

㈱ 村 田 電 機 製 作 所 代 表 取 締 役 北 島 渚 治
１４３－

０００２

東 京 都 大 田 区 城 南 島

２ 丁 目 ４ 番１２

０３－３７９０－５６５６

０３－３７９９－ｎｌＯ

産業廃棄物処理部門

カ ナ キ ン 鞠 千 葉 支 店 長 新堀 清
２８４－

００３７
四 街 道 市 中 台６１７番１７号

０４３－４３３－７４６０

０４３－４３３－７４６１



（２６） （協）千葉電設協会だより

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

２ 丁 目３４番 地

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
２６４－

００２２

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

５１１番 地１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２

千 葉 市 中 央 区 寒 川 町

１ 丁 目２１４番 地

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 支 店 長 平 原 俊 和
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２ 丁 目２０番 ４ 号

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－１１９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 宮 川 欣 丈
２６０－

００１８

千 葉 市 中 央 区 院 内

１ 丁 目 ２ 番 １ 号

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 千 葉 支 店 長 田 中 孝 治
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

９３４番 地 の ６

０４３－２１４－５６８５

０４３－２１４－５８１７

ニ ッ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 河 合 広 嗣
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５ 丁 目１２番 ５ 号

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 塚 越 孝 平
２６０－

０８２１

千 葉 市 中 央 区 若 草

１ 丁 目 ２ 番１２号

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 関 口 浩
２６０－

００２１

千 葉 市 中 央 区 新 宿

２ 丁 目 ３ 番 ６ 号

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 桃 三 男
２６０－

０８３４

千 葉 市 中 央 区 今 井

３ 丁 目１４番 ２ 号

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱ 千 葉 営 業 所 長 唐 島 浩 昭
２６０－

００２６

千 葉 市 中 央 区 千 葉 港 ４ 番 ３ 号

千 葉 県 経 営 者 会 館 ４ Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
西 浜 勇 次

２６１－

７１３３

千 葉 市 美 浜 区 中 瀬 ２ 丁 目 ６ 番 地

Ｗ Ｂ Ｇ マ リ ブ ウ エ ス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

広告掲載ご協力会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

河 村 電 器 産 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 坂 本 好 一
２６０－

０８２２
千 葉 市 中 央 区 蘇 我 町 １ 丁 目２８２

０４３－２６５－１２８１

０４３－２６５－１２８３

神 田 通 信 機 ㈱ 千 葉 支 店 長 高 橋 昌 弘
２６０－

００３２
千 葉 市 中 央 区 登 戸３ 丁 目３ 番３０号

０４３－２４１－７８５１

０４３－２４１－７８５４

共 同 通 信 電 設 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 宮 崎 善 之
２６０－

０８３４
千 葉 市 中 央 区 今 井 ２ 丁 目１１番２７号

０４３－２６６－４１２０

０４３－２６６－２８４０

千 都 防 災 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 仙 波 保 威
２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－ ６－２０

０４３－２６６－４４５５

０４３－２６６－４４６８

内 外 電 機 ㈱ 東京第１営業所長 吉 村 衛
１２０－

００３４

東 京 都 足 立 区 千 住 １ 丁 目３ 番 ６ 号

Ｔ ＯＣ ビ ル

０３－３８７９－０３１１

０３－３８７０－６４１９

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 川 村 幸 司
２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央区 末広 ２ 丁 目 １ 番１８号

０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

日 本 ビ ク タ ー ㈱

シス テ ム 営業 本 部

東日本 システム支店

千葉システム営業所長

鎌 田 晃 嘉
２６１－

０００１

千 葉 市 美 浜 区 幸 町

２ 丁 目 １ 番 １ 号

０４３－２４７－３５２２

０４３－２４８－１７４７

ヤ マ ト 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 藤 健 一
２６０－

００２８
千 葉 市 中 央 区 新 町２２－２０

０４３－２３８－０１１１

０４３－２３８－０１３３

…… あ り が と う ござ いま し た… …
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（協）千葉 電設協 会だ より （２７）

一総会殻告一

第２１回通常総会開催

第２１回通常総会が５月２４日午後２ 時２０分より千葉市内のホテルグリ ーンタ ワーに 於

いて組 合員６９名 （委任状含む） 出席のもと開 催されました。

議案 審議に移り、 平成１６年度事業経過報告、 同収支決算報告、 監査報告、 平成１７年

度事業 計画案、 同収支予算案、 は全会一致で 可決承認された。

続いて任期満了に伴う役員改選では、 前役員の再任と、 山本勝生氏 （大信電業㈱）、

北園晧三氏 （北園電業㈱） の２ 氏の新理事を決めた。 また 好地理事長の 再選が決まっ

た他、 宍倉昌信氏 （昌信電気工 事㈱）、 田中宏幸氏 （モデンエ業 ㈱）、 伊藤征司氏 （伊

藤電業㈱） の３氏が副理事長に選ばれた。

引き続き、 千葉 市建築部より新年度事業の概要や 請負業 者の手引きの変更について

説 明 会 が 開 か れま し た。

総会、 行政説明 会終了後、 千 葉市長鶴岡様を始めとする 千葉市や、 外郭団体幹部、

千葉県中小企業団 体中央会、 関係団体のご来賓をお招きして組合員、 賛助会員と共に

１２０名 出 席 の も と懇 親 会 が 開 催 さ れ ま し た。

席上、 好地理事 長は 「千葉市 と結んでいる 防災協定も、 本年から指名参加願いの評

価 点 に 加 算さ れる よ うに な っ た が、
当 局 の期 待 に 沿う べ く い ざ とい う 時 の た め に、

さ

らなる体制づくり に努力していく」との考えを示した。 「千 葉市もいよいよ電子入札の

施行段階に入る。 システムの構築が決まった ら、 当局と打ち 合わせ説明会を開催する

の で 協 力 をお 願い し たい」 と 訴 えた。

そのほか１７年度 事業計画では、 同市の施策に積極的に協 力していく方針を決定。 組

合員の受注拡大に 向けて、 関係部署への陳情、 要望等を行 うと共に、 非常災害時にお

ける復旧応援体制 の確保、 賛助会員との情報交換、 連携強 化を図っていく事等の抱負

を 述 べ た。

続いて、 来賓を 代表 して鶴岡市長の祝辞を賜り、 古内設 備課長の こ発声による乾杯

の 後、 会 食 が 始ま り、 和 や か な 雰 囲 気 の 中、 懇 親会 は６ 時３０分 に 盛 会 裡 に終 了 し た。



（２８） （協）千葉電設協会だより

「地域社会との融和」

青年部 部長 ㈲京葉工業 小 山 嘉 一

協同組合千葉電設協会青 年部は設立後７年目を迎え、 組織作りから目的に向かい成

果を上げる時期になりました。 本年度は、 組合基本理 念の
『地域社会に貢献する』 事

業 を 行 う べ き 計 画 を 立て ま した。

行 政 や 地 域 の 方々 との コ ラボ レー シ ョ ン も 目 的 の一 つな の で、 千 葉 市 に 相 談 し 行 政

が 後 援 ・ 協 力 し て い るイ ベ ン トへ 働 き か けを 行っ た結 果、 １０月２３日 開 催 の
「若 葉 区 富

田 町コ ス モ ス 祭 り」 の 実行 委 員会 が協 力 的 だと 伺 い、 市 民 と係 わ り を 持 ち、 イ ン パ ク

ト の 有る “大 型 熱 気 球体 験 搭 乗
”
を 計 画 致 しま し た。

早速、 実行委員会の打合せに出席 し説明をしたところ、 非常に興 味を持っていただ

き、 場 所 の 提 供 の み な ら
ず
、 サツ マイ モ 掘 り の 畑

まで も 提 供 して い た だき ま し た。

コ ス モ ス 祭 り に は 来 場 者 数 ７，
０００人 程 が 見 込 ま れ る た め、 大 型 熱 気 球 体 験 搭 乗 も

人 気 が有 る と考 え こ こ に 決 定 致 し ま し た。

又、 気球は国内でも数少ない大型で、 気球が膨らむと５階建てビ ルと同じ高さ位の

大 き さ に な る も の を 使用 し ま し た。 特 に、 千 葉 県 は周 囲 が 海に 囲 ま
れて お り、

高 い 山

がないため風が吹きやすい地域だと言う ことで、 大型にすれば風速 ５ｍまでは耐えら

れ る そう で す。

あとの心配事は天候でした。 当日は、 前日の濃霧から一転し晴れ の朝を迎えま した

が、 風 が… 。 気 球 業 者 よ り、 風 が強 く
な る 予 報 だ と 言 う こ とを 伝 え られ 多 少 不 安

が 有 り ま した が、 大 型 気 球 の 耐 久性
に 期 待 し、 準 備

も 上 々、 秋 の大 空 に色 鮮 や か な 気



（協）千葉電設協会だより （２９）

球 が大 き く 膨 ら み 舞 い 揚 り ま した が、 残
念 な 事 に、 風 の 影 響

で 一 時 中 断 も致 し ま した。

綿 菓 子、 ジュ ース、 焼
きそ ば、

サツ マイ モ 掘 り 等、
会 員 家 族 や 市 民 へ の サ ー ビス、

又、 熱 気球 に は、
１００人 強 の 体験 搭 乗 が で き、 それ

ぞ れ楽 し ん で 頂 け た 事 と 思 い ま す。

特に、 お 子 様 や 若 い お 父さ んお 母 さ ん に は と て も 好 評で し た。

青年部の新しい方向性への挑戦と言う意味では、目的は達成できたと考えております。

今後も青年部は 「挑戦」 をキーワ ー ドに新たな目 標を計画して 参りますので、

ご 支援
、
ご協 力 の 程 宜 しく お 願い 申 し上 げ ま す。

最後 に、 千 葉 市 関 係 者 の 方々、 富 田 町の 方 々、 理 事 長 を 始 め とす る 組 合 員、 賛助 会

員 の 皆 さ ま、 そ し て 青 年 部 員 の皆 さ ん、 ご協 力 あ り が と う ご ざ い ま した。

又、 鶴 岡市長様よ り現地におみ えになった際、 当青年部に叱咤激励を頂きましたこ

と、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げま す。

膨
鎧

』
’

麟

鷲 盤 撒 ；・・

験轡 撒・

墾
幽

… 富 田 町 コ ス モ ス 祭 り に て…

Ｌ



（３０） （協）千葉電設協会だより

第５７回千葉電設協会 ゴルフコンペ

平成１７年４ 月１２日 天 ヶ 代 ゴ ル フ 倶 楽 部に 於 い て ゴ ル フ コ ン ペ が開 催 さ れま し た。

今 年 も 多く の 方 々 に 参 加 し て 頂き２３名６ 組に て ス タ ー トを す る こ と が出 来ま し た。

この 日 は 春に も か か わ ら ず、 雨 で 寒く て 寒 く て 大 変 な １ 日 で し た。 皆 さ ま も 相 当 苦

戦 を し た ら しく ス コ ア が１００を きっ た 人 が ２人、 後２１名 の 方 が１００以 上叩 く とい っ た 大

変 なコ ンペ で した。

毎回楽しいコ ンペ が出来るのも皆さまが多数参加して下さるお 陰です。 第６０回の記

念 コ ン ペ ま で後 す こ しで す。 そ れ 迄 に 自 前の 腕 とク ラ ブ を 磨 き ？ 是非、 記念 コ ン ペ で

栄 え あ る 優 勝 を目 指 して く だ さ い。

ん

ん

ん

さ

さ

さ
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３

第１２回麻雀大会

平成１７年８月２６日 千葉電設協会の麻雀大会 が開催されました。

例年の通り場所は 「錦 こい」 で２０名が参加、 ５卓で４回戦が行われこの日一日忙し

い仕事 を忘れ、 暑かった日々を忘れ、 優勝を目 指して熱い闘志とやさ しい笑顔が交錯

す る中、 今 年 の優 勝 者が 決 ま り ま し た。

毎年お世話になっている 「錦こい」 さんも今 年で最後との事です。

来年は違う場所で気分も新たに、 皆さ まと卓 を囲み親睦を深めたいと思います。
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（協）千葉 電設協 会だよ り （３１）

二」ｌｏ 川 ｏｌ 川 川 謄ｌｌＩｌｌｌｌｌ 川 川 ｏｌｏｌ 川 川 ｌｏｌｌｌｌｌｌｌ 川 ｏｌ 川 ｌｌｌｌｇｌｌ 川 Ｉｏ 川 ｏｌｌ 川 ｌｌｌｌ８０ 川 ｌｏｌ 朋１Ｉｌｌｌ３１００１ｌｌｌｌ 川 ９Ｌ：
＝」 川 １鱒 川 ｌｌｌｌ 川１９１９ 川 川 川 Ｉｌ 川 ｌｌ置ｌＩＩ 川 川 川 川 ｌｌＩｏ 川 巳１ 川１ 川 ｏｌｌ 川 川 ｌｌＩｌｌ量ｌｌｌｌ塵 川ｏｌｌｌ 川 ｏｌｇｏ■８」３：

地球温暖化と自然災害

日 本 は、 地 震 ・ 台 風と 自 然災 害 列 島 と も い え ます。

地球は日々、 二酸化炭素 等により、 温暖化傾向にあ り、 海面温度も数年前

よ り０．５度 ほ ど上 昇 し て 海 面 か ら の 水 蒸 気 が 活 発 と な り、 近 年 台 風 の 大 型 化

と な っ て い ます。 １０数 年 経 つ と０．
５～ １ 度 ほ ど 海 面 温 度 が 上 昇 す る と の 事、

今以上の大型 台風の発生が予想されます。

先 ごろ、 米 国の ハ リ ケ ー ン 「カ トリ ー ナ」 の直 撃 で、 最 高 潮 位 ８ ｍ とい う

高潮によりニューオリンズ市北部のポンチャー トレイン湖の堤防が決壊、 市

街地に大量の水が流れ込んだと見られま す。

国内でも大都市に海抜０メー トル地帯 が広がっ ており、 今年の 夏、 東京の

集中豪雨で大 きな被害が起きています。

１９５９年の伊 勢湾台風では、 最高潮位

５ ｍ を 記 録 し た高 潮 で
、
名 古 屋 市 な ど

濃尾平野の堤 防が各地で決壊死者・行

方 不 明５５００人 以 上を 出 し ま した。

米 国 の 台 風「カ トリ ー ナ」で は、多く

の高齢 者が犠牲 になり、政府の初 動体

制 の 遅 れが 論 争に な っ て い る よ う で す。

被災高齢者の救助方法、 避難先での

環境等、 地域社会でマニュアルを作成

する 必 要 が あ り、 台 風
「カ トリ ー ナ」

が教 訓 を 促 し た の で はな い で しょ う か。
（環境省の２００３年度調査より）

全国の海抜ゼロメー トル地帯

平 野 名 面積（ｋ㎡）

欝 東 「． １３荏

九 十 九 里 ８

， 藷 混 潟： ．雛ｓ

豊 橋 ２７

騰 ：：：♂ 醐ご
、．

５７

濃 尾 ３７４

一大 ♂
１
腹
』

擁 鈴

高 知 １０

蟻鍵嚇ギ１謝励 蕩’

そ の 他 ２７

全 ：、 ’ 鎖 ㈱

千葉電設協会は、 千葉 市と 「防災協定」 を結んでお りますが、 横 のつなが

りをも考えて協力体制を 強化 していこうと考えてお ります。

＝ ３ 川 ｌｌｏｌｌｏｏ 川 川８０屡ｌｌｌ 川 ９１１１１１１１ 川 ｏｌｏｏ 川 川 Ｉｏｌｌ 川 川 川 ｌｌ 川糧ｌｌ川 川 川 川 ｌｏｌＩｌ 川 １量１９１１奮１ 川 川 ｏｏｌｒ＝＝
３ 川 ｌｌｌ網巳 川 ｏｌ 川 ｌｌ９ 川 １ 川 川 川 川 川 ｏｌ 川 ｌｌｌｌｌｌｌｌＩｌ９川 １闘ｒ 川 川 １川 ｌｌｌ 川 ９１０ｌｌ 川 川 ｌｌｌ 川 ｏｏｌ 川 闘１ 川 ８「：



（３２） （協）千葉電設協会だより

事務局だより

囹 住 所 変 更

（賛助会員）

Ｈｌ７，
４ 月 ミ ヤ コ 電 機 株 式 会 社

（新） 東京都江 東区南砂２丁目１０番１０号

（Ｔ Ｅ Ｌ） ０３－３６４７－２７０１ （Ｆ Ａ Ｘ） ０３－３６４７－０９４０

（旧） 千葉市中 央区南生実町ｌｌ１６番・地２

囹 社 名 変 更

（組合員）

Ｈｌ７
．
７ 月

（新） 有限会社 アキピサ電機

（Ｔ ＥＬ） ２６６－１５７６ （Ｆ Ａ Ｘ） ２６６－５６７８

（旧） 北陽電機産業 有限会社

Ｈｌ７
．
１０月

（新） 株式会社 黒田電気商 会

（旧） 有限会社 黒田電気商 会

囹 代表者変更

（組合員）

Ｈｌ７
．
４ 月 新 東 電 設 工 業 株 式 会 社

（新） 代表取締 役

（旧） 代表取締 役

Ｈ１７．
４ 月 株 式 会 社 し ま でん

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締 役
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（協）千葉電設協会だより （３３）

（賛助会員）

Ｈ１７． ４ 月 新 東 京 電 材 株式 会 社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所常務取締役

Ｈｌ７
．
４ 月 ホ ーチ キ 株 式会 社

（新） 千葉支社長

（旧） 千葉支社長

Ｈｌ７
．
４ 月 ニ ッタ ン 株 式 会 社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支店長

Ｈｌ７． ４月 ミ ヤ コ 電 機 株 式会 社

（新） 代表取締役社長

（旧） 千葉営 業所長

Ｈｌ７． ８ 月 ミ ツ ワ 電 機 株 式 会 社

（新） 千葉支 店長

（旧） 千葉支店長

Ｈ１７． ９月 千葉 電 機 株 式 会 社

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

Ｈ１７
．
１０月 松 下 電 工 株 式 会 社

（新） 千葉電材営業所長

（旧） 千葉電材営業所長

氏

氏

志

雄

竹

忠

倉

崎

山

川

口

光

関

秋

氏

氏

浩

勲

河 合 広 嗣 氏

水 口 敬 伸 氏

氏

氏

哲

男幸

上

村

肩

下

白 根 典 幸 氏

榊 忠 氏

氏

氏

之

郎二

伸

龍

屋

田

席

和

氏

氏

次

文

勇

康

浜

橋

西

高

囹 退 会

（組合員）

・ 京 葉 電 気計 装㈱

・千都防災通 信㈱

・千葉塚田電気㈱

・㈱ 北 進 電 設

（賛助会員）

・松下電器産 業㈱

平 成１６年１２月２２日 付 にて 退 会 さ れ ま した。

平成１７年３月３１日付にて退会されま した

平成１７年３月３１日付 にて退会されました

平成１７年３月３１日付にて退会されました

平成１６年ｌｌ月１１日 付 に て 退 会さ れ ま した。



（３４） （協）千葉 電設協 会だ よ り

入札結果報告
Ｈ １６
．
ｌｌ
．
１ ～ Ｈ ｌ７

．
１０
．
３１

単 位 ： 千 円

入札年月 日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

Ｈｌ６．ｌｌ．１ 千 葉市
小中 台 南 小 学 校構 造 改 修 電気

設備 工 事
千葉ケイテクノ ４５

，
７００

ｌｌ
．
１ 〃 都ポ ンプ場流 入ゲー ト改良工事 環 境 テ ク ノ ス ５９

，
１００

１１．１
〃 大宮小学校構造改修電気設備工事 千 葉 電 建 ４７

，
７００

ｌｌ．４
〃

川 崎 町 東西 １ 号 線横 断歩 道 橋

昇 降機 電 気 設備 工 事
奄 美 電 設 １６

，
８００

ｌｌ．４
〃

川 崎 町東 西 ２ 号 線横 断歩 道 橋

昇 降機 電 気 設備 工 事
昌 信 電 機 工 事 １６

，
５００

ｌｌ．１０ 〃
花 見川 サイ ク リ ン グコ ー ス 照

明 灯 設置 工 事
笈 川 光 和 電 気 ２

，
６０５

ｌｌ．１１
〃

大 膳 野 町 誉 田 町 線 道 路照 明 灯

設 置 工 事
北 陽 電 機 産 業 １２，８４０

ｌｌ．１７
〃 泉 自 然 公園 変 電所 改 修 工 事 聖 電 社 １４，７００

１１．１７
〃 大宮中学 校受変電 設備改修 工事 川 島 電 気 設 備 ４

，
６１０

ｌｌ
．
２５ 〃

若 葉 区 保 健 福 祉 セ ンタ ー （仮

称） 駐 車場 照 明 設備 工 事
し ま で ん ３

，
４４０

ｌｌ．２５
〃

あ や め 台 い き い きセ ンタ ー 施

設 整 備 電 気 設 備工 事
旭 電 工 ３

，
３２０

ｌｌ
．
２５ 〃 千草台中学校受変電設備改修工事 西 千 葉 電 設 ４，５００

１２．１
〃

若 葉 図 書 館 西 都 賀 分 館 受 変 電

設 備 改 修 工 事
双 葉 電 設 ３

，
５００

１２．７
〃

美 浜 長 作 町 線 側 道 電 気 設 備 工

事 （そ の２）
広 尾 電 設 ２，９４０

１２．１４ 〃
乳 牛育 成 牧場 周辺 拠 点（富 田地

区）休憩 施設新 築 電気設 備 工事
双 葉 電 設 ４，２８０

１２．１４
〃

花 見 川 ３ 号 線他 ５ 道 路 照 明 灯

設 置工 事
金 丸 電 機 ２

，
５００

１２．１５
〃 余熱利用 施設外構 電気設備 工事 大 秋 電 気 工 業 ２

，
９００

１２
．
１５ 〃 蘇 我町 線 道 路 照 明 設 備 工 事 寒 川 電 業 １３

，
７８０

１２．１５
〃

千 葉 競 輪場 場 外発 売 ナイ タ ー

照 明他 電 気 設備 工 事
豊 田 電 気 ２６

，
５００



［

（協）千葉電設協会だより （３５）

入札年月日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

１２．１５ 千 葉 市 小 中 台 中 学 校照 明 改 修 工 事 安 藤 電 気 工 事 ８
，
１３８

１２．１５
〃 幸 町 第 三小 学 校照 明 改 修 工 事 ヒカル電気工業 ８

，
１８０

１２．２０ 〃
市 営 住 宅 仁 戸 名 町 団 地建 替 事

業 電 気 設備 工 事 （そ の １）
東 陽 電 気 工 事 ４１

，５００

Ｈ１７．３．１６
〃 市 営 住 宅 仁 戸 名 町 団 地建 替 事

業 電 気 設備 工 事 （そ の ２）
染 谷 電 気 商 会 ２５

，
９６０

３．
２２ 〃

椎 名 小 学 校 大 規 模 改 造 電 気 設

備 工 事
冨 田 電 気 工 業 ３２

，
６００

３
．
２２ 〃

大 森 小 学校 大 規 模 改 造電 気 設

備 工事
協 同 電 業 社 ２９，０００

３．２２ 〃
稲 毛 中 学 校 大 規 模 改造 電 気 設

備 工 事
北 斗 電 業 ２７

，
０００

３．２２ 〃
千 城 小 学 校 屋 内 運 動 場 改 築電

気 設 備 工 事
吉 田 電 設 ２５，３００

４．１９ 都市整備公社
都 賀 小 学 校 外２３校 職 員 室 冷 暖

房 電 源 設 備 工 事
新 千 葉 電 設 ４

，
４３０

４．１９ 〃
新 宿 小 学 校 外２５校 職 員 室 冷 暖

房 電 源 設 備 工 事
コ ス モ デ ン キ ５

，
５１８

４．１９ 〃
誉 田 小 学 校 外２０校 職員 室 冷 暖

房 電源 設 備工 事
千 葉 電 業 社 ４

，
５８９

４．
２７ 千 葉 市

小 仲 台３０号 線 他２ 道 路 照 明 灯

設 置工 事
成 田 電 機 １４

，
３５０

４．２７ 都市整備公社
千 城小 学 校 外３０校 職 員 室 冷 暖

房電 源 設 備 工 事
進 和 電 気 ５

，
８００

４．２７
〃

稲 毛 第 二 小 学 校 外３６校 職 員 室

冷 暖 房 電 源 設 備 工 事
大 東 電 設 ７

，
８５９

４
．
２７ 〃

検 見 川 小 学校 外３４校 職 員 室冷

暖 房 電 源 設 置 工 事
笈川 光 和 電 気 ７，３４０

５．３１ 千葉市
磯辺第一 中学校外部改造電気
設備工事

松 戸 電 気 ４，４５０

６．１ 〃 蘇我中学校構造改修電気設備工事 俵 屋 電 気 工 事 ３２
，
３４０

６．１ 〃 稲毛消防署増改築他電気設備工事 西 千 葉 電 設 １７，
３００

６．７
〃

Ｊ Ｒ 稲 毛 駅 東 ロ バ ス シ ェ ル

ター 設置 電 気設 備 工 事
金 丸 電 機 ２

，
５６０

６．８ 〃
弁 天 小 学 校 大 規 模 改造 電 気 設

備 工事
成 田 電 機 ２０

，
１００

６．
１５ 都市整備公社 打 瀬中 学 校増 築 電 気 設 備 工 事 ヒカル電気工業 ’ ６

，９３０



（３６） （協）千葉電設協会だより

入札年月 日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

６．
２８ 千 葉 市 小中台公民館昇降機電気設備工事 安 藤 電 気 工 事 ２

，
６３０

７．６
〃

貝 塚 町 宮 崎 町 線 他 ９ 道 路 照 明

灯 設 置 工 事
粟 飯 原 電 気 ４

，
６８０

７．６ 〃
南 部 蘇 我 公 園 （仮 称） 照 明 灯

設 備 工 事
千 秋 電 気 ６

，
０５４

７．２１
〃

療 育セ ン タ ー 空 調 設 備 改 修 電

気 設 備 工 事
新 千 葉 電 設 ４，８３０

８．２ 〃 市営住宅仁戸名町団地建替事
業電気設備工事 （そ の３）

光栄 電設 工業 ９６，０００

８．２
〃 看護師養成施設新築電気設備工事

モ デ ン 工 業 ・

アイシン電気工事ＪＶ
２億３８
，
０００

８．２
〃

泉 谷 公 民 館 （仮 称） 新 築 電 気

設 備 工 事
豊 田 電 気 ５７

，
５２０

８．１０都市整備公社
千葉公園体育館屋外消火栓非
常用 電源設置工事

新 千 葉 電 設 ９，３８０

８．１０
〃 誉田中学校高圧ケー ブル改修工事 北 園 電 業 ３

，
９６０

８
．
２４ 千 葉 市 都ポンプ場直流電源装置更新工事 双 葉 電 設 １０

，
０２２

８．２４ 〃
（主） 浜 野 四 街道 長 沼 線 道 路 照

明 灯 設 置 工 事
酒 井 電 気 商 会 ５，

２００

８．３０ 〃
白 井 公 民 館 ・ 若 葉 図 書 館 泉 分

館 （仮 称） 外 灯設 備 工事
し ま で ん ３，２５０

８．３１ 〃
打 瀬 第 三 小 学 校 （仮 称） 太 陽

光 発電 設 備 工事
染 谷 電 気 商 会 １８

，
７４５

８．
３１ 〃

稲 毛 区 長 沼コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

ター（仮称）太 陽光発電 設備工事
北 斗 電 業 ｌｌ

，
７７２

８．３１ 〃
（主）千 葉 大 網 線（土 気駅 北 口）

照明 灯 設 置工 事
金 高 電 設 工 業 ８

，
７００

８．３１
〃

白 井 公 民 館・若 葉 図 書 館 泉 分

館（仮称）太 陽 光 発 電 設 備 工 事
セ イ コ ー 電 設 １０

，
８１４

９
．７

〃
浜 田４ 号 線 他１０道 路 照 明 灯 設

置工 事
大 東 電 設 ６

，
５２１

９
．
７ 〃

市 営住 宅 白 旗 団 地改 善 事 業 電

気 設備 工事
寒 川 電 業 １２

，
１６０

９．７ 〃 椿森弥生町線歩道照明灯設置工事 三 京 商 事 ７
，
３５０

９．２１
〃 生浜 中学校受変 電設備改 修工事 渡 辺 電 気 工 業 ３，３４２

９．２２
〃

中 央 浄 化セ ンタ ー １ 系 曝 気槽

内計 測 設備 更 新 工 事
新 千 葉 電 設 １５

，
２６０



（協）千葉電設協会だより （３７）

入札年月 日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

９．２２ 千 葉 市 稲 浜中学校 受変電設備 改修工事 大 東 電 設 ４，９７４

９
．
２２ 〃

院 内 小 学 校 他 ２ 校 エ レ ベ ー

タ ー 設 置電 気 設 備 工 事
旭 電 工 ３，

６２０

９
．
２６ 都市整備公社

稲 毛 海 浜 公 園 プ ー ル 施 設 再 整

備 電 気 設備 工 事
栄 電 社 ９９

，
８８０

１０．６ 千 葉 市
高 根 町８４号 線 他 道 路 照 明 灯 設

置 工 事
小 原 電 気 商 会 ５

，
６００

１０．６
〃 桜 木 園 改 築外 灯 設備 工 事 粟 飯 原 電 気 ７

，
７８１

１０
．
６ 都市整備公社 柏 井 小 学 校照 明 増 設工 事 広 尾 電 設 ６

，
２４０

１０．６ 〃 高 浜 中 学校 照 明 増設 工 事 ヒカル電気工業 ６，５３８

１０．１２ 都市整備公社
本町小学校特殊学級教室改修

外 ２校その他電気設備工事
寒 川 電 業 ２，５５０

１０．１３ 千葉市
千 城台西小 学校 受変電設備改
修 工事

川 島電 気設 備 ８，１９０

１０
．
１３ 都市整備公社 泉 谷 小学 校 照 明 増 設 工 事 太 陽 電 設 ８

，
７４０

１０
．
１９ 千 葉 市

花 見川 サイ ク リ ン グ コー ス 照

明 灯 設 置工 事
笈川 光 和 電 気 ２

，
４８０

１０．２５
〃

緑 区 保 健福 祉 セ ンタ ー（仮 称）

新 築 電気 設備 工 事

橋 本 電 業 社 ・

協同電業社ＪＶ
２億０３
，
６００

１０
．
２５ 〃

中 田 ス ポ ー ツ 施 設（仮 称）電気

設 備 工 事
石 本 電 設 工 業 ５３

，
７３８
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匡
※ パ ソ コ ノ の 画 面 は ハ メ コ ミ 合 成 で す 。

嗣

様 々 な 設 備 をインターネットに つ なぐエミットが、
〈フ ル２線 式 リモコン〉のネット対 応 を実 現。

パ ソコ ンで のトー タル 管 理 が 可 能 に なり、
ビル 照 明 の コスト削 減 に 貢 献 します。

■ｗｅｂ画 面 ての 監 視・制 御・殴 定が 簡 単に ■ 複 数 の ヒ ル の 照 明 制 御 も 一 元 管 理 ■ 既 設 ビ ル でも シ ステ ム ア ップ が 可 能

照 明 の 監 視 制 御 や 制御 履 歴、スケ ジュール

制 御などの 機能がｗｅｂ上から簡単に設 定可能。

ム ダな 点灯 を防ぎ、省 エネに 貢献します。

各 ビル に 行か なくても、点 滅 区 分 の 変 更 や

シ ス テ ム 診 断 、
バ ノク ア ノ ブ な どを ｗｅｂ 上 で

トー タ ル 管 理。 省 力 化 に 貢 献 しま す。

す で に フ ル２ 線 式 リモ コ ン を ご 採 用 の ヒ ル

の 場 合 は、 簡 単 な 施 工 で
「エ ミ ノ ト・ フ ル

２線 式 リ モ コ ン」 に シ ス テ ム ア ノブ でき ま す。

基 本 シス テ ム 図

辱 ・置
パノコン

Ｗｅｂサーバ機能

Ｎｅ鷺

ｗｏｒｋ 圏

レ ロ ロ ロ コ ロ ロ コ ロ ロ ロ ロ コ ロ ロ
コ

１
フ ル ２ 線 式 リ モ コ ン １

１ （従来の照明制御） ｌ
ｌ

國
コ

目目目目 ： 照明器具

ス イ ノ チ
エ ミ ノト・ フ ル ２ 線 ５フ ル２ 線 式 リ モ コ ノ

イ ノ タ ー フ ェー ス パ ネ ル ：

一 一 一

曾 撃 撃

＿ ＿ ＿ 一 一 ＿ ＿ 一 」

エミット・フ ル２線 式リモコン

羅纏難「翻 蹴㍊ 艦欝　樋」

Ｏ 資 料 の ご請 求 は、
〒５７１ ８６８６ 松 下 電 工（株〉 情 報 機 器 事 業 本 部 戦 略 企 画 推 進 窒 宣 伝 企 画（住 所 記 載 不 要）

○ インターネ ノトでも 詳しい 情 報をご 覧 い ただ けま す。 ｈｔｔｐ’〃ｂｌｚ，ｎａｔｌｏｎａＬｊｐ／Ｅｂｏｘ

ＴＥＬＯ６ ６９０８１１３１（大 代 表）まで。

松下電工



’「ＯＳ凹■ＢＡ あ し たの 光 で
“
こ 二 ち よ い

，，
を創 リ ま す

難
一括した自勤点検。管理シスデム有構築。

⑬
約６ケ 月 に！回 程 度、

建格時間 （」般 型 ａ◎分、
長時問型 ６０分）の電曲放電

による容量磯翻を鍵施⑭
…分闘の非常点灯を行 い

ランブ寿命、不嶽と 馳 の寿命．
糞常点蝦翻路の異常を監携

面
通電中は常にランプ 辮 、不点と

馳 の潴電状態を籏税

繍翻 綱

醜姻姻

拶 照
糖
＾
認
齢

躍誰踊魍麟
工ク セ リ ー ド エ ル エー

βｂ
● ＝３０邑４ｍ ’四ｒｓａり戸

Ｒ）ｒｙｏｕｒ
Ｎｏｌ

東芝グループ

東 芝 ラ イ テ リ ク 株 式 盒 社 電 材照 明社 電 材首 都圏 統括部 〒１４０８６４０ 品川 区東品，ｌｌ４３１ＴＥＬ（０３）５４７９３５３２
ｈｔｔｐ 〃 ｗ ｗ ｗ ｔｌｔ ｃＯ ＩＰ１
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荒 川 営 業 所 繋０３－３８９牛５１７６

江 戸 川 営 業 所 雪 ０３－３６５３・９４４１

墨 田 営 業 所 岱 ０３－３６３６－５８４１

足 立 営 業 所 ８ ０３－３８８０－６４２１

北 営 業 所 雪 ０３・３９０３－１８６ ２

板 橋 営 業 所 盤 ０３・３９７３－１８ Ｕ

中 野 営 業 所 麿０３－５３５０－３１別

練 馬 営 業 所 雪 ０３－３９９８－５４０ ２

豊 島 営 業 所 雪 ０３・３９８４・７４９１

中 央 営 業 所 ａ ｏ３－３５５１－９３２１

文 京 営 業 所 費 ０３－３８１５－３６４１

成 増 営 業 所 雪 ０３－３９３８・２４１１

品 川 営 業 所 雪 ０３・３７８４・０３５了

杉 並 営 業 所 ５ ０３－３３３２・１１９１

棄 久 留 米 営 業 所 麿 ０ ４２４－７３・４１ １１

立 川 営 業 所 盆 ０ ４２－５ ２７－６ ６０１

八 王 子 営 業 所 ａ ｏ４２６－４２・６ ６６１

府 中 営 業 所 壼 ０４２－３ ６９－５１ １１

世 田 谷 営 業 所 盤 ０３－３４ ３９－６ ２０１

大 田 営 業 所 ５ ０３－５ ７６３－６ ２１１

足 立 北 営 業 所 繋 ０３－３ ８５３－７ ０５１

目 黒 営 業 所 盈 ０３－５ ４９５・８０６１

電 設 課 盈 ０３－３８９４－３７０１

ニ ュ ー チ ャ ネ ル 課 倉 ０３－３ ８９４－５６２１

建 材 営 業 課 燈 ０３－３ ８９４－５１５６
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地爆に麿著した置設責材 の総合薩社

７

】
▼ １・
小畢電機工業株式会社 即・妙蜘１綱 脚ｒ嚇 吻 鴫
三｝１、鐙：、 本秘・到 綿ｅ肇諌 京都 躯 醐 綱 舗４壌職 ０３・３８

躰 岩１５↑ほ代灘：酷

．．罷
堤ｌｌ：鍔 箇磁 セ シ タ晶 ；亭２７２遡０鱒 露１垂雛 鰯 尻２ 劔 ２ 敷 ０４７・３７◎。藤４０豊〔代 表｝

汀：
１



ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進一
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 線 ・ 電 線 管 及 附 属 品 ・ そ の 他 電 気 工 事 材 料

東芝電材マーケティング株式会社
首都圏電材社 千葉支店

千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３一（２４２）一８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３一（２４２）一８１４８

千葉営業所

開発営業所

千葉北営業所

船橋営業所

市川事務所

佐原営業所

東金営業所

木更津営業所

◆首都圏電材社

◆本 社

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２－４－１

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１

〒２６３－０００５ 千 葉 市 稲 毛 区 長 沼 町１２７－１

〒２７３－００３３ 船 橋 市 本 郷 町６６３－１０

〒２７２－００１４ 市 川 市 田 尻５－１５－１６

〒２８７－０００１ 佐 原 市 佐 原 ロー２０２８－６３

〒２８３－００６３ 東 金 市 堀 上２７４－１

〒２９２－０８０１ 木 更 津 市 請 西２－１－１２

〒２１０－０８３４ 川 崎 市 川 崎 区 大 島４－３－７

〒１１２－ｏｏｏ２ 文 京 区 小 石 川１－３－２１

日本 生命春 日町第ニビル

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４３－２５７－１０４８（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２５７－６１４８

ＴＥＬ Ｏ４７－３１８－１１１１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３１８－１１１５

ＴＥＬ Ｏ４７－３１８－１１１１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３１８－１１１５

ＴＥＬ Ｏ４７８－５５－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７８－５２－１０４８

ＴＥＬ Ｏ４７５－５５－５４８１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７５－５５－５４８４

ＴＥＬ Ｏ４３８－３７－６１１４（代）

ＦＡＸ Ｏ４３８－３７－７３８０

ＴＥＬ Ｏ４４－２２０－３５９１（代）

ＦＡＸ Ｏ４４－２２０－３５６０

ＴＥＬ Ｏ３－５８０４－２３１１（代）

ＦＡＸ Ｏ３－３８１６－８７２１
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争

防 災・通 信 設 備 の 設 計と施工・メ ン テ ナ ン ス の エ キ ス パ ート

これ からの 未 来 の ため
、

安 全 を全 力 で サ ポートい たします。

私ども千都 防災 通信株式会 社は創 業以来、

防 災 ・ 通 信 ・ セ キ ュリ テ ィ シ ス テ ム の 設 計 ・

施 工 ・ 保 守 ・ 管 理 を ご 提 供 し、 皆 様 よ リ 絶

大 な 信 頼 を い た だ いて ま い り ま し た。

２００２ 年 １２ 月 に、 社 員 の 意 識 改 革 と さ ら

な る資 質の向 上 を目 指し た品質 マネ ジメ ン

ト シス テ ムＩＳＯ９００１ を 認 証 取 得 しま し た。

私たちは豊かな経験と畜積されたノウハウで連携するハウスメイトのクループ企業 です。

廼）千都防災通信株式会社
本 社

営業所

〒２６０－０８４３ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 末 広３－６－２０

ＴＥＬ
． ０４
３－２６６－４４５５ ＦＡＸ． ０４３－２６６－４４６８

〒２８５－０８０７ 佐 倉 市 山 王２－２６－１８

概個 賀籏路

「

瀦

中

央

バ

ス一



非鉄金属高価買入れ

カ ナキン㈱千葉支店

千葉県四街道 市中台６１７－１７

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４３－４３３－７４６０ Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４３－４３３－７４６１

業務内容
・非鉄金属のリサイ クル

・産業廃棄物処理 業 （千葉県 第１２００００６０８号）

（千葉市 第５５００００６０８号）

・産業廃棄物中間処分業 （神奈川県 第１４２３０００６０８号）

産廃中の金属類 （銅線／銅パイ プ／安定器／モーター／トランス

等） を分別して頂く だけで買取又は低価格処理をいた します。

産廃の減量化、 処理費用の軽減がはかれます。

特に非鉄金属類は当社が得意としておりますので是非ご相談下さい。

カナキ ン株 式会社

本 社

〒２５４－０００３ 神奈川県 平塚 市下島４３１－１

中間処 理工 場・リサイク ルセ ンタ ー

【ＪＩＳＱＩ４００１：１９９６／ＩＳＯ１４００１：１９９６ 認証取得 工場】

〒２５４－００１６ 神 奈 川 県 平 塚 市 東 八 幡３－１－１

伊勢原営業所

〒２５９－１１２２ 神奈川県 伊勢原市小稲葉１１４５－１

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４６３－９１－１７１７ Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４６３－９１－２３４５ （担 当 小 林）

ホ ー ム ペ ー ジ Ｕ Ｒ Ｌ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎ
－ｓｈｏｎａｎ．ｃｏｍ

／ｋａｎａｋｉｎ／ｉｎｄｅｘ．
ｈｔｍ



トシンはお
客様の営業活動を応援しまず

騰 越

一

磁
囎
◆
：

國 囲

〈 首 都 圏 に 広 がるグ ル ープ９１拠 点 のネットワーク 〉

’

ヅ
讐 難 驚 職 搬

所でキャッシュレスで商品が
雫 引き取れます。

「トシンライフカード」※３，０００円／１ロ ５ロ迄
トシンカードに傷害保険機能が付きました。
社員様への福利厚生に。社長様２４時間保証。

トシンライフカード

ト シ ン で 安 心 シ リ ー ズ

嘱 心ご１一 ～ 蝕△ １ －１ ～

第１弾 施行工事１年間保証 第５弾 ５年間の長期保証付
オリジナルエアコン

第２弾 １年間の盗難保険付 第６弾 １年間のお見舞特典付
ヒルティ電動工具 オリジナル’ｒＶドアホン

第３弾 １年間の盗難保険付 第７弾 ３年間の長期保証付

松下電工充電工具 オリジナル換気扇

第４弾 傷害保険機能のついた 第８弾 ２年間のお見舞特典付
オリジナル住宅火災警報器

７
ト シ ン零 磐 勇

お客様の 提案営業を
トシンは応援します１

冨

鞭

専門サポー トセンター
１４の特典付 プラン

住まいの ご提案

専門のプランナーによる

提案書作成のお手伝い。

オール電 化

ご相 啖セ ンタ ー

住まい・康るごと

サポートセンター

複数のメーカーに対応１ オール電化関連から防
照明～オール電化まで 犯・火災警報器など こ
様々な設備のご提案を れからの住宅設備に関
お手伝いします。 する商品を分かりやすく

解説します。

譲 鰻 贈

あかり
プランニングセンター

換気
ブランニングセンター

灘 羅 § 署 味

纒灘叢灘繭四囲コ
雛灘殺響畷顯

離 票‡ 器 幕 綴 辮 引 朧 瀦 藤 張 鷲 髄 藪

（ホームページ）ｈｔｔｐ：〃ｗｗｗエｏｓｈｉｎｄｅｎｋｉ．ｃｏｊｐ

＿ ＿
方 蕪１難 驚 欝
！ 職撚醸

トシン電機株式会社



電設資材総合商社
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社会式株材電京東新
本 社 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５ ＴＥＬ Ｏ３（３６２３）７００１㈹

千 葉 営 業 所

千 葉 特 機 営 業 所

東 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

君 津 営 業 所

配 管 機 材 営 業 所

中 央 営 業 所

電 設 営 業 所

茨 城 営 業 所

池 袋 電 材 営 業 所

特 機 営 業 所

特 販 営 業 所

多 摩 営 業 所

南 多 摩 営 業 所

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７

柏 市 西 原 ７ － １ － ３

富 里 市 日 吉 倉 ４ ７ － ２

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １

君 津 市 中 富 ９６５ －１ 富 士 ビ ル１Ｆ

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５

茨 城 県 土 浦 市 虫 掛 東 ３７０６ －１

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ － ３ ６ － ８

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ － ３ ６ － ８

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ － ３ ６ － ８

東 京都東 久留米 市八幡 町２－１３－２９

東 京 都 東 久 留 米 市 八 幡 町２－１３－２９

ＴＥＬ Ｏ４３（２６４）１１２１㈹

ＦＡＸ．０４３（２６４）１１２６

ＴＥＬ Ｏ４３（２６４）１１２１㈹

ＦＡＸ．０４３（２６４）１１２６

ＴＥＬ Ｏ４（７１７８）５５１１㈹

ＦＡＸ．０４（７１７８）５００５

ＴＥＬ Ｏ４７６（９３）５川 ㈹

ＦＡＸ．０４７６（９３）５１１５

ＴＥＬ Ｏ４７５（２２）５１８１ ㈹

ＦＡＸ．０４７５（２２）５８８１

ＴＥＬ Ｏ４３９（５４）８１１１㈹

ＦＡＸ．０４３９（５４）８０８８

ＴＥＬ Ｏ３（３６２４）４３３１㈹

ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

ＴＥＬ Ｏ３（３６２４）４３３１㈹

ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

ＴＥＬ Ｏ３（３６２４）４３３１㈹

ＦＡＸ
．
０３（３６２４）２５６６

ＴＥＬ Ｏ２９（８２３）７３７１㈹

ＦＡＸ．０２９（８２３）０５２８

ＴＥＬ Ｏ３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ．０３（３９５５）８１５２

ＴＥＬ Ｏ３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ．０３（３９５５）８１５２

ＴＥＬ Ｏ３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ．０３（３９５５）８１５２

ＴＥＬ Ｏ４２４（７５）５５５０㈹

ＦＡＸ．０４２４（７５）２４９０

ＴＥＬ Ｏ４２４（７５）５５５０ ㈹

ＦＡＸ．０４２４（７５）２４９０
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電設資材総合卸商社

ヤマト電機株式会社
取扱商品… 照明器具

、
電線、
電線管及び付属、 配線器具、 高低田配電機器、

電柱及びコン刎一ト製品、 情報通信視聴覚共聴機器、
空調・換気・

送風機器、 環境機器その他

千葉営業所

本 社

東 営 業 所

中 央 営 業 所

さ いた ま営 業所 ・

武蔵野営業所

渋 谷 営 業 所

足 立 営 業 所

所 沢 営 業 所

川 ロ 営 業 所

府 中 営 業 所

練 馬 営 業 所

北 営 業 所

武蔵村山営業所

城 南 営 業 所

大 田 営 業 所

相模原営業所

朝 霞 営 業 所

城 東 営 業 所

横 浜 営 業 所

大 阪 営 業 所

福 岡 営 業 所

市 場開 発 部

通 信 営 業 部

◇
φ

命

〒２６０■００２８ 千葉県千葉市中央区新町 ２２→～Ｏ

Ｔ日Ｌ Ｏ４３－２３８一｛〕１１１ ＦＡＸ Ｏ４３「２３８－０１３３

〒１７９■００７４ 東京都練馬区春日町 ２－１４ｒ８

Ｔ日Ｌ Ｏ３－３９７（ン｛シ辱１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９７０－６４１４

【 営 業 所 】

東 京 都 文 京 区 手 駄 木 ４－４－２４ 正ＬＯ３一３８２４一４５１１ ＦＡＸ Ｏ３ｒ３８２８一５４５１

東 京 都 練 馬 区 春 １ヨ 町 ２－１４－８ 正Ｌ Ｏ３－５９８７－５２１１ ＦＡＸ Ｏ３ｒ３９７０－５１３０

埼 玉県 さ いたま 市南 区曲本 Ｈ －３２ 正Ｌ Ｏ４８－８６６－１２１１ Ｆ献 ０４８－８６４ｒ２３４８

東 京 都 武 蔵 野 市 西 久 保 ３－２６－５ 正Ｌ Ｏ４２２ 馴 ５１１ ＦＡＸ Ｏ４２２「５５－６２１３

東 京 都 目 黒 区 中 目 黒 ４－１５－７ 正ＬＯ３－５７７３－６４１１ ＦＡＸ〔｝」５７７３－６４１５

東 京 都 足 立 区 梅 島 ２－２２－１０ 正ＬＯ３「３８５２－５３１１ ＦＡＸ α∋一３８５２－５４００

埼 玉 県 所 沢 市 緑 町 ２－１５－３ 正ＬＯ４２書２８司５１１ ＦＡＸＯ４２－９２８ｒ４５０９

埼 玉 県 川 ロ 市 新 井 町 ２５－２１ 正ＬＯ⑱一２２７－５４１１ ＦＡＸＯ４８－２２７－５４１５

東 京 都 府 中 市 府 中 町 ３－３－１０ 正ＬＯ４２－３６９－６５１１ ＦＡＸＯ４２－３６９ 欄

東 京 都 練 馬 区 高 野 台 ２－４－１４ 正ＬＯ３ｒ３９９６－７５１１ ＦＡＸＯ３－３９９６－６５６１

東 京 都 北 区 上 十 条 ４－２０－７ 正ＬＯ３ｒ３９０５－７５１１ ＦＡＸＯ３ｒ３９０５－７７７８

東 京 都 武 蔵 村 山 市 神 明 ４－１２２ ＴＥＬＯ４２－５６３－７５１１ ＦＡＸＯ４２ｒ５６３－７５１７

東 京 都 世 田 谷 区 桜 上 水 １－６－３ 正ＬＯ３－５３７４－３４１１ ＦＡＸＯ３－５３７４・８８１８

東 京 都 大 田 区 池 上 ４－１５－１６ 正ＬＯ３－３７５２司５１１ ＦＡＸＯひ３７５２ｒ４２５５

神奈川県相模原市千代田７－１３－８ 正ＬＯ４２－７６９－４１１１ Ｆ献０４２－７６ ㎜

埼 玉 県 朝 霞 市 田 島 １－１７－３ 正ＬＯ 陥 ｒ３７１１ ＦＡＸＯ ㈱ 「３４６０

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ４－２７－９ 正Ｌ Ｏ３「３６９８－７２１１ ＦＡＸ Ｏ３－３６９８－７２４０

横 浜 市 神 奈 川 区 三 ツ沢 上 町 ６－６ 正Ｌ Ｏ４５－３１６－６１１１ ＦＡＸ Ｏ４５［３１６－６１９６

大 阪 市 都 島 区 内 代 町 ４－３－２１ 正Ｌ Ｏ６－６９５８・一３８１１ ＦＡＸ〔｝６・一６９５６－１１１５

福 岡 市 中 央 区 大名 ２－１０－３１－３０５ 正ＬＯ３ト３８２４Ｆ４５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３８２８ 馴５１

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 正Ｌ Ｏ３－３９７０旨６７１１ ＦＡＸ〔Ｂ「３９７σ℃７３４

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 正ＬＯ３－３９７０－６４６４ ＦＡＸＯ３－３９７０－５４１５
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一

層

１

，

難 罎 スズデン株式会社
ＳＵＺＵＤＥＮ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

鍵歎 瓢 灘丁騰２号

灘ｉ…欝潜翫
ｉ凝 熊 麟 ・。７名 （平成１５年３月３旧現在）

， 璽

癒
な ｏ ｇｏ ｏ、

ツ
ｓ

醐

Ａ

躍騰
００１

１
、 ＿

１． 制 御 機器 の 販売 およ び 輸 出 入業 務

２
．
自動 制御 装 置 の 販売、 設計 な ら び に 請 負 工 事 お よ び 輸 出 入 業 務

３． 情 報 通 信 シ ステ ム機 器、 情 報の 処 理、 情
報 提供 サ ー ビ ス お よ びこ れ ら

に関 連 する ソ フ トウ ェ ア の 開 発、 販 売 な ら び に貸 借

４． 電子 機器 な らび に 電 子 部品 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

５． 電気 計器 な らび に計 装 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

６， 電気 工事材 料の販売および 輸出入業務

７． 空 調 機器 の 販 売 およ び 輸 出 入業 務

８． 通 信 機 器の 販 売、 輸 出 入 お よ び リ ー ス 業 務

９． 事 務 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

１０． 上 記 各 号 の 物 品 の 中 古 品 の 販 売

１１， 電 気 工 事 業

１２
． 電 気 通 信 工 事 業

１３． 機 械 器 具 設 置 工 事 業

１４． 産業廃棄物 の収集および運搬業務

１５
．
不 動 産 の売 買、

交 換、
貸借 こ れ らの 仲 介、 所 有、 管 理 お よ び 利 用

１６． 上 記 に 附帯 する 一 切 の 業務

営

筥

酒
・
碁

雛
第
第

撃
・
妾

電
中
中
足

千

圏郡首
所
所
所

所
課

所

萎
萎

嫉

営

筥

鼎

ス

雛
顛トイ

中
中
足

千
初
フ 剃
碁
細

鑑
玉
川
浜
欝

紺

材

電
埼
立
横
電

闘

域

茸

広

〒 １ １ ３・Ｏ Ｏ ３ ４

〒 １ １３－０ ０３ ４

〒 １ ２ １－０ ８１ ６

〒 ２ ６０雫０ ００ １

〒 １ １３－０ ０３ ４

〒 Ｕ ３００３４

栗票都 文京区 湯島２－２－２

更 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２

巣 京 都 足 立 区 梅 島 ２・７－１ ５

千 翼 県 ｒ二葉 南 中 央 区 都 町 ２－２ ３－１ ２

更 奈 都 文 票 区 ；暴 島 ２・２・２

東 京 都 文 京 区 湯 島 ２・２・２

ＴＥ Ｌ ； ０ ３－３ ８ １ ４・６ ２ ３ １

ＴＥ Ｌ 二 〇 ３－５ ８ ０ ２－９ ５ ６ １

ＴＥ Ｌ ： ０ ３－３ ８ ４ ８－４４ １ １

ＴＥ Ｌ ： ０ ４ ３－２ ３ ２－３ ３ ６ １

ＴＥ Ｌ Ｏ ３－５ ６８ ９・８ ０ １ ８

ＴＥ Ｌ
．
０ ３－５ ６ ８ ９－８ ０ ５ ３

ＦＡ Ｘ Ｏ ３－３ ８ 】 ５－５４ ６ ６

ＦＡ Ｘ ： ０ ３－５ ８ ０ ２・３ ４９ ６

ＦＡ Ｘ ： ０ ３－３ ８ ４ ９－５ ２０ ７

ＦＡ × ０ ４ ３・２ ３ ２－６ ４２ ３

ＦＡ Ｘ ： ０ ３・５ ８ ０ ２－３ ４９ ６

ＦＡ Ｘ ： ０ ３ ５ ８ ０ ２－３ ４ ９ ６

業 所 〒 ３ ３０ －０ ８５ ２

業 所 〒 τ ８ ５－０ ０３ ５

業 所 〒 ２ ４０ ・０ ０ ５ ２

埼 玉 県 さ い た ま 市 大 冨 区 大 成 町 １・４ ３４

栗 票 都 国 分 寺 市 西 町 ５－１ ０－３

神 奈 川 渠 横 浜 市 保 土ケ 谷 区 西 谷 町 ６ ８ ８・１

ＴＥ Ｌ ： ０ ４ ８－６ ６ ４－０ ３ ７ ４

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ４ ２ ・ ５ ７ ７ － １ １ ４ １

ＴＥ Ｌ ： ０ ４ ５－３ ８ ２－８４ ０ ０

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ ８－６ ６ ５－２ ５１ ６

ＦＡ Ｘ 二 〇 ４ ２－５ ７ ３・２ ８２ ４

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ ５－３ ８ １－８ ８８ １

粟 一

業

業

業

國

郁

営

蜜

鄙

當
宮
窩

渠

雛

第
第
南

営

去
口
山
霊
・
景

・

北
仙
郡

北

票

…

愛
営
晶

ー

轟

・
・

宮
一
ｃ
ぽ

二

月

東

菓

東

大

ソ

Ｍ
立

〒 １ １ ３－Ｏ Ｏ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湖 島 ２－２・２ ＴＥ Ｌ ： ０ ３－３ ８ １ ４－６ ２ ３ ５ ＦＡ Ｘ Ｏ ３ ５ ８ ０ ２・３ ４９ ６

渠 票

所 〒 ０ ２４・Ｏ Ｏ ９ ４

所 〒 ９ ８３ ・０ ８ ５ ２

所 〒 ９ ６３－０ １ １ １

岩 手 県 北 上 市 本 通 り ４－２－１ ２

宮 城 県 仙 台 市 冨 城 野 区 榴 岡 ３－９・２ ０

福 島県郡山 市安積町 荒井字南 大部２６－３．ポナ ンザビルｌＯ１

ＴＥ Ｌ ： ０ １ ９ ７－６ ５・６４ ７ １

ＴＥ Ｌ ： ０ ２ ２・２９ ５－８９ ８ １

Ｔ Ｅ Ｌ ； ０ ２ ４・９４ ７－６８ ６ ６

ＦＡ Ｘ Ｏ １ ９ ７・６ ５－６ ４７ ５

ＦＡ Ｘ Ｏ ２ ２－２ ９ ７・３ ５６ ２

ＦＡ Ｘ ： ０ ２ ４・９ ４ ６－７ ０ ０ ４

秘
営
挺
営
劉
営
鼎

・
景

京

置

ｃ

非

。
・

東

菓

東

大

ソ

Ｍ
立

二

甲

薩翻蓄

所
所
所
所
所
所

所
所
所

　　嵩
魯

・
景

京

置

ｃ

非

。

〒 １ １ ３－Ｏ Ｏ ３ ４

〒 １ １ ５・Ｏ Ｏ ４ ５

〒 １ ４ ４－０ ０ ５ ２

〒３３ ト０８１２

〒 １ １ ３・０ ０ ３ ４

〒 １ １ ３・０ ０ ３ ４

〒 １ ８ ５－Ｏ Ｏ ３ ５

〒 ２ ２ ９・τ １ ０．３

〒 ４ ０ ０・０ ０４ ６

聚 京 都 文 票 区 湯 覇 ２－２－２ Ｔ Ｅ Ｌ １ ０ ３・５ ６８ ９－８０ ０ ５

東 京 都 北 区 赤 羽 ３－２ ２－６ ． 了 Ｅ Ｌ
．
０ ３－３ ５９ ８ －３１ ８ ０

榮京 都大田 区蒲田４・２２・３ 住 友生命蒲 田ビ ル７Ｆ ＴＥＬ Ｏ３・３７３７－９１３０

埼 玉 県 さ い た ま 市 北 区 宮 原 町 ３－３ ７ ６－１ サ ン フ ィ ー ル 大 宮 宮 原 ３ ０ １ Ｔ Ｅ Ｌ ｌ Ｏ ４ ８－６６ ５－０９ ５ １

東 京 都 又 京 区 湯 島 ２－２－２ Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３－５ ８４ ２ －２ １ ９ ０

聚 京 都 文 京 区 湯 覇 ２ －２・２ 「「Ｅ Ｌ ’ ０ ３・５ ６８ ９ ８ ０ ２ １

粟 京 都 国 分 奇 市 西 町 ５－１ ０－３ Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ２－５７ ３－２ ８ ２ ２

神 奈 川 県 相 模 原 市 僑 本 ６・４ １ ５ 橋 本 嶋 崎 ビ ル ４ Ｆ Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ４ ２－７０ ０ －２５ ２ ２

山 梨 県 甲 府 市 下 石 田 ２－７－１ Ｑ Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ５ ５－２２ ６ －４ ５ １ １

ＦＡ Ｘ ＝ ０ ３－５６ ８ ９－８ ０ ６ ５

ＦＡ Ｘ Ｏ ３・３５ ９ ８・３ １ ８ ５

ＦＡ Ｘ
．
０ ３－３ ７ ３ ７・９ １ ３ １

ＦＡ Ｘ ＝ ０ ４ ８－６ ６ ５ ０ ９ ６ ６

ＦＡ Ｘ Ｏ ３－５６ ８ ９・８ ０ ６ ５

ＦＡ Ｘ ： ０ ３－５６ ８ ４・７ ６ １ ７

Ｆ；Ａ Ｘ
．
０ ４ ２・５ ７ ３ ２ ８ ２ ４

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ ２－７０ ０・２ ５ ６ ６

ＦＡ Ｘ Ｏ ５ ５－２ ２ ６－４ ８ １ １

干

．酋 都 魍 Ｃ Ｓ 営 業 所 〒 １ １ ３－Ｏ Ｏ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２・２・２

ダ イ レ ク ト 営 業 所 〒 １ １ ３・０ ０３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２・２
．

．

…

葉

．

・
嬉
営
業
・

簾

Ｆ

筥

桑

賞

㌔

営

千
成
柏

粟

東

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ３－５ ６ ８ ９ －８ ０ ４ ６ ＦＡ Ｘ ： ０ ３・５６ ８ ９ Ｂ Ｏ ６ ５

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ３曹３ ６ ３ ５ Ｂ ： ２ ８ Ｆ；Ａ Ｘ ． Ｑ ３－３６ ３ ５－８ １ τ ０

， 東

所
所
所

業

…

〒 ２ ６ ０・Ｏ ＯＯ １

〒 ２ ８ ６－０ ２２ １

〒 ２ ７ ７－０ ８３ ２

干葉県 干葉市中央 区都町２ぞ３・１２
千 葉 県 冨 里 市 七 栄 １ ２ １・１

千 葉 県 相 市 北 柏 ３－５－４ 日 暮 ビ ル １ Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ３－２３ ３曾７２ １ １

Ｔ Ｅ Ｌ
’
０ ４ ７ ６－９ １ －３５ ２ １

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４・７ １６ ５ ・８ フ ５ Ｔ

ＦＡ Ｘ ’ ０ ４ ３－２ ３ ３・７ ２ ６ ６

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ ７６－９ １・３ ５ ２ ０

ＦＡ Ｘ ； ０ ４ ・７１ ６ ６・２ ５ ６ ８

土 浦 當 樂 所 〒３００－ＯＯ４８
日 立 宮 業

太 田 営 業

小 山 営 藁
前 構 宮 築

菱
木
路

票

横

厚

沼

ロ

●

ム

爾

オ

藁

萎
「

“㎎
　
細

所 〒 ３ １ ６・Ｏ ＯＩ ５

所 〒３７３０８ Ｂ

所 〒 ３ ２ ３・Ｏ Ｑ ２ ９

所 〒３７ト０８５７

茨 城 県 ま： 浦 市 田 中 １－１ －４

茨 城県日 立市金沢町１－１４τ１

群 馬 県 太 田 市 内 ヶ 島 町 ２ ０ ７ ４ メ ゾ ン ・ド・ コ ン コ ル ド １ Ｆ

栃 木 県 小 山 市 城 北 ２－１ ２－１

群 馬 県 前 構 市 高 井 田１ ト ２ ９－７

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ２９ －８２ ２ ・２ １ ６ １

Ｔ Ｅ Ｌ ． ０ ２ ９ ４－３ ６－Ｏ Ｏ ２ ３

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ２ ７ ６ －４ ５ －６ ３ ５ ６
－
「Ｅ Ｌ ｌ Ｏ ２８ ５－２ ３・１ ７ ２ ３

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ２ ７・２ ５ ４ －２ ４ １ １

ＦＡ Ｘ ｌ Ｏ ２ ９－Ｂ ２ ２－０ ６ ０ ５

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ９４－３ ６・３ ８ ８ １

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ７６－４ ５・４ ６ １ ４

ＦＡ Ｘ ： ０ ２ ８ ５－２ ５－４ ４ ２ ５

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ７－２ ５ ４－２ ４ ９ １

所 〒 ２ ４ ０・０ ０ ５ ２

所 〒 ２ ４ ３－０ ０ ３ ２

所 〒 ４ １ ０・０ ８ ３ １

神 奈 川 県 横 浜 市 保 土 ケ 谷 区 西 谷 町 ６８ ８－１

神 奈 川 県 厚 木 市 恩 名 ４ ５ ９－１ ０ Ｍ ビ
．
ル ２ Ｆ

静 岡県沼 津市市場町８・１５

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ４ ５－３８ ２－１ ６ １ １

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６ ２ ２ ５ －６ ８ １ １

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ５５ －９ ３ ２－８ ３ ９ １

Ｆ Ａ Ｘ ｌ Ｏ ４ ５・３ ８ １－８ ８ ８ ２

ＦＡ Ｘ
’
０ ４ ６・２ ２ ５－６ ８ ！ ６

Ｆ Ａ Ｘ ． ０ ５ ５－９ ３ ２・８ ５ ３ ０

オ ム ロ ン 第 １ 営 業 所 〒 １ １ ３－Ｏ Ｏ ３ ４

オ ム ロ ン 第 ２ 営 業 所 〒１１３－ＯＯ３４

オ ム ロ ン Ｓ Ｅ 躁 〒 Ｕ ３・ＯＯ３４
中 部 躍 禦 ．一 醐

松 本 営

東 京都文 京区湯島２・２ぞ

東 京 都 文 京 区 湯 島 ２・２－２

東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２

ＴＥ≡Ｌ ： ０ ３・５ ６ ８ ９－８ ０ ６ ４

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３－５ ６ ８ ９・８ ０ ６ ４

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ３・５ ６ ８ ９－８ ０ ６ ４

Ｆ Ａ Ｘ ＝ ０ ３－５ ６ ８ ９－２ ５ ７ ０

Ｆ Ａ Ｘ ； ０ ３－５ ６ ８ ９－２ ５ ７ ０

Ｆ Ａ Ｘ 二 〇 ３－５ ６ ８ ９－２ ５ ７ ０

業 所
セ イ コ ー エ ブ ソ ン 担 当 営 業 所

岡 谷 営 業 所
伊 那 営 策 所

〒 ３ ９ ９・０ ０ ３ ３

〒 ３ ９ ９－０ ０ ３ ３

〒 ３ ９ ４－０ ０８ １

〒 ３ ９ ６－０ ０ ２ １

長 野県 松本市 大字笹賀７５７０・９

艮 野 県 松 本 市 大 孚 笹 賀 ７ ５ ７ ０・９

長 野 県 岡 谷 市 長 地 権 現 町 ２－１－６８

艮野県 伊那市 大字伊那７３４・６

Ｔ Ｅし
１
０２ ６ ３ ・８ ６－３ １ １ １

Ｔ ＥＬ
．
０ ２ ６ ３ －８ ６－３ １ １ １

Ｔ ＥＬ ： ０ ２ ６ ６ ・２ ８・１ ５ ５ τ

Ｔ ＥＬ ： ０ ２ ６ ５・７ ６－１ １ ２ １

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ ２ ６ ３・８ ６・６ ０４ ８

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ６ ３－８ ６－６ ０４ ８

Ｆ Ａ Ｘ ． ０ ２ ６ ６－２ ８－２ １８ ７

Ｆ Ａ Ｘ Ｔ Ｏ ２ ６ ５－７ ２－６ ６８ ０
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　 ロ ゆ 　ココテレピ め のコ の 　コ　 　ユ 　ロ ぼエコの　

虹 孟 屠罪 亀 構云宕社 千葉支社
〒２６０・００２１ 千 葉 市 中 央 区 新 宿 二 丁 目３番６号 ５ ０４３ （２４１） ５５９６

　目種業営〔

灘灘鷲欝誹轟舞
技 術と信頼 の

アオパ逓信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹



． 瀞
ネットワークの相互 コン 物 夕、

、 Ｏ
ト ノ み ら

Ｎ Ｔ Ｔ 特 約 販 売 店 ・ 日 立 ・ 松 下 特 約 店

デ ジ タ ル 交 換 機 ・ デ ジ タ ル ボ タ ン 電 話 装 置 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・ コ ー ド レ ス オ フ ィ ス シ ス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ ィ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

⑪ 灘鑑宮川電気通信工業㈱
容（０４３）２ ２ ５・１ ３１ １（大代表）

千葉市中央区院内１必１ＦＡｘ（０４３） ２ ２ ２－１ ３ ３ ０

画
惰紹 ＋通 信 ＋ネ噸ト「７－４７＝トータ仙ソリュー・シ目ン

情 転と逓 信を融 合してＢｔｏＢ・ＢｔｏＣのトータルネットワークソリューションを提 案します。

ＩＰソリューション
ブ ロ ー ド バ ンド を 利 用 し た イ ン トラ ネッ ト を 構 築 し、
コ ス トノ 運 用 囲 か ら 総 合 的 な メリ ット を 生 み 出 し ま す ．

ＣＴＩソリュ」ション
コ ン ピ ュ ー タ と 通 信 の 妓 術 を 融 含 し た ㎝ 。

「 醸 が 見 え る

ガ ぬ 　が お ぽ ね の お に ま を の め に 　 ユニさ せ ま すり

公 会 計ソリューション
狡 立行 政法 人・特殊 法人・認 可法 人の 特有な

会計 に合 わせてベストソリューション。

保守／サポート
す ぺ て は ＣＳ 向 上 の た め に

、
２４時 間 対 応 の

保 守 体 倒 で き め 細 か く サ ポ ー ト し ま す 。

Ｓ。 鵡 。Ｎ

ｓ。、
瑞
。、

含８瑠藻

濫淵搬

ｅ－ＮＥＴソリューション
酬 Ｅ「

企 集 と 疇 客 に 求 め ら れ るｅ ビ ジ ネ ス を 総 含 プ ロ デＳＯＬＵηＯ村
ユ ー ス ．

こ れ か ら の ｅ ビ ジ ネ ス の 可 能 性 を 高 め ま す
。

識誘８属

駿脇駅

会 福 祉ソリューション
社 会 福 祉 法 人 の 基 本 シ ス テ ム 開 兜 か ら 地 域 型

ネッ ト ワ ー ク 構 藁 ま で 、 ト ー タ ル に ソ リュ ー ショ ン しま す。

ドキュメントソリューション
オ フ ィ ス の 文 書 ス タ イ ル を 革 新 。

レ ス ベ ー バ ー と

＝】ス ト 削 滅 を コ ン サ ル テ ィン グ し ま す ，

神 田 通 信 機 株 式 会 社
本 社 ／〒１０１－００４３ 東 京 都 干 代 田 区 神 田 富 山 町２４番 地 ＴＥＬ（０３）３２５２－７７３１
干 葉 支 店 ／〒２６０－００３２ 干 葉 市 中 央 区 登 戸３丁 目３番３０号 ＴＥＬ（０４３）２４１－７８５１

事 業 所 ／ 札 幌・仙 台・ 宇 都 宮・北 関 東・ 千 葉・立 川・ 横 浜・名 古 屋 ・京 都・ 大 阪 ・福 岡

ホ ー ム へ
’
一 シ
’

Ｕ Ｒ Ｌ； ｈｔ φ ＝／ ／ ｗ ｗ ｗ．ｋ ａｎ ｄし ｃｏｊ ｐ



自動火災報知 設備設 計・施 工

各 種 排 煙 設 備 ・ テ レ ビ共 聴 設 備・ 放 送 設 備

その他消防設備

‘」謹旨■ｒ瓠匿亀Ｆ 籔 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社

千 葉 支 店：千葉市若葉区加曽利町９３４番地の６

ＴＥＬＯ４３（２１４）５６８５・ＦＡＸ Ｏ４３（２１４）５８１７

本 社：千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４●ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

エネルギーと情 報の 機能をしなや かに力 強く

私 たち は、エネル
ギーと情 報 を伝 える 電 線、

ケーブルの 専 門 商 社

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサー
ビスで豊かな暮らしと

産業発展のお役に立っております

新しい世紀を拓く、藤長電気

藤長電気株式会社

東 関東支 店 干葉 市中央 区栄町４２－１１日本 企業 会館７階

電 話 ０４３－２２３－６６３１（代 表）

本 社 東京 都千代 田区神 田小川 町１－２風 雲堂ビル３階

電 話 ０３－３２５１－２１１１（代 表）

関 西支 店 大 阪市中 央区高麗 橋４一３－７北ビル７階

電 話 ０６－６２０９－８３７０

横 浜営 集所 横浜 市西 区高島２－１９－１２スカイビル１７階

電 話 ０４５－４４２－０３６６

北 関東 営業 所 栃木 県宇都 宮市 東宝木 町９－２２

電 話 ０２８－６２３－７１１１
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．
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新 発 想 ・ 新 基 準 ・ 新 Ｒ 型 シ ス テ ム

ＲＸＮ・６１０
当社独自の卓越 し尭機能 と多彩なシステムバリエーションが、
醗計自由度を大きく広げ、 さまざまな運用ニーズに対応できる

システム楕築を可能にします。

一国国囲㊥
〈蓮〉 ・Ｖ７， 撫 絵 杜
干 葉 支 店 ／〒２６２－００３３ 干葉 市花 見川 区幕 張本 郷５－１２－５ ＴＥＬ Ｏ４３－２７５－７５７６

本 社 ／〒１５１－８５３５ 東京 都渋 谷区 幡ヶ谷１－１１－６ ＴＥＬＯ３－３４６８－１ Ｕ １（代）

ｈｔｔｐ＝ 〃 ｗ ｗ ｗ ．ｎｉｔｔａ ｎ．ｃｏ ｍ １

鶴鍵畿

ＡＶ＆セキュリティシステム

麟 聯 ㍉、

ざ

磯辮
簿

一 鐘

｛
癖

り
誼

Ａｇｄｉｏ
買Ｓ ｙ ｓｔｏ ｍ

正ｎｆｏ ｍ ａｔｉｏ ｎ

Ｓ ｙ ｓｔ８ ｍ

ホール 音 響システム

オートアナウンスシステ ム

同時 通 訳システ ム

防災 用 非常 放 送 設備

百貨 店 放送 設 備システ ム

ヘッドエ ンド シス テ ム

テレビ共 聴システ ム

ナースコールシステム

インターホンシステム

インフォメ ー ションシ ス テ ム

ε ｄ ｕ ◎ａｔｌｏ ｎ

Ｓ ｙ ｓ之ｅ ｍ

ＡＶ講義システム

しＬシス テ ム

ビデオライブラり一システム

校内 告知テ レビシステ ム

テレビ会 議システム

Ｓ β ｑ ｕ ｒｌｔｙ

Ｓ ｙｓｔｏ ｍ

監視カメラシステム

センサ ーシステ ム

自動 通 報シ ステ ム

入室 管 理システ ム

＠ 共同 臨電設株式甜
設計／施工／管理

本 社 東 京都 世田 谷区 代沢４－１－２

〒１５５一心０３２ ＴＥＬ Ｏ３（３４１３）５５１５（代＞

ＦＡＸ Ｏ３（３４１９｝０７８８

干葉（嘗｝干 葉県 千葉 市中 央区 今井２一れ一２７

『『 ２６０－ｇＯ８ ３４ Ｔ Ｅ し ０ ４ ３（２ ６ ６｝４１ ２ ０

ＦＡＸ Ｏ４３（２６６）２８４０
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喉１嘘漉酵・概∵解 写
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藩 ～’
、邑 ←

、緯 ♪ 詑 ㌔
気

が 蝿鰍∫
轄 凝

．
卓 難鱗

バ ズ ー は、車 道 での 高 い 照 明 効 率を

確 保 し、追 い 越 し車 線 でも 窩 い 照 度

が 網 られる 新 道 路 灯で す。 環 境 保全

に配 慮し、天 空へ の光漏れを抑え宏す。

また、高 圧ナトリウム ランプを使 用する

ことで省 工ネ ル ギーを 推進 するな ど、

高 機 能 照明 で これ から の 時代 にぷ さ

わし い快 適な 道路 環境 をつくります。

⑭ 岩崎電気株式会社
本 社’〒１０５・００１４ 東 票都；蓉１区 芝３・１２・４

ＴＥｉＬ （０３）３４５２・５３５１（代）

千葉営墾所 〒２６０・０８３４干葉都中央区今井３４４・２

ＴＥし （０４３）２６４６３５５（代）

ＦＡＸ （０４３）２６３．５７６１

ｈｔｔｐ 〃 ｗｗ ｗ ｌｗ ａｓａｋｌ ｃｏｌｐ１

→

電カモ＝夕一

・ｍｏｎｉｔ６「
ＣＤ
ｈコ１聾ａｍｕ口

電気の使いすぎを
チェツク
電気の使いすぎを

肇 報 で お 知 ら せ。

先月との比較も
一 目 で わ か り

、

省工ネの意謝寸けに

最 適 で す．
鼠

４月 ５０００

３月 ６０００

： ２月 ７０００

使用電力量の

記録、分析 に期の使用勒 髄
１５ ヶ 月 分 記 憶 し て い ま す の で

前年度との対比など細かな

分 析 が 可 熊 で す。

特 に、 エ ネ ル
ギ ー 使 用 状 況 の

㎜ がある

懊

河村電器産業株式会社
本 社 ／ 愛知 県瀬 戸市 暁町３番８６〒４８９・００７１

ｈ 髄 Ｐ’〃 ｗ ｗ ｗ ｋａ ｗ ａ ｍ ｕｒａ ｃｏ・
ＩＰノ

お 問い合わせは 最寄りの支店 営 集所まで

東関 東支 店・千葉 営 業所

〒２６００８２２ 千 葉県 千葉 市中 央区 蘇我 耶 丁 目２８２

ＴＥ Ｌ Ｏ４３－２６ ５・１２８１ ＦＡ Ｘ Ｏ ４３ ２６５ １２３３

松戸営桑所
〒２７０２２５１ 千葉 県松 戸市 金ケ 作１８３２ ２０１号

ＴＥ Ｌ Ｏ４７－７ ０４ ６１ ６０ Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４７ ７０４ ６１ ５９

」



電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防火 戸 設 備 ・ 防 犯 設 備 ・

マ ンシ ョ ン Ｈ Ａ 設 備 そ の 他弱 電 シ ス テ ム 〈設 計 ・ 施 工 ・ 保 守 管 理〉

＠ ＳＥＮＫＯ ＧＲＯＵＰ

株式会社

本社

千葉西営業所

特版営業所

関東ＳＥ営業所

住設販売課

千葉中央営業所

東都営業所

北総営業所

旭営業所

東京第一営業所

関 東 扇 港 電 機
〒 ２６２－００４５

〒２６２－００４５

〒２６２－００４５

〒２６２－００４５

〒２６２－００４５

〒２６０－０００１

〒２７３－００３５

〒２８５－０９２７

〒２８９－２５３１

〒１０５－００１３

東 京 第 二 営 業 所 〒１０５－００１３

千葉市花見川区作新台４刊３司２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

千 葉 市 中 央 区 都 町３－２３－３

船 橋 市 本 中 山５－２－１９

印 旛 郡 酒 々 井 町 酒 々 井１６０４－１

旭市井戸野宇大島３５９

東 京 都 港 区 浜 松 町１－２－４

住友不動産東新橋 ビル６号館６階

東 京 都 港 区 浜 松 町１－２－４

住友不動産東新橋ビル６号館６階

Ｔ Ｅ Ｌ Ｆ Ａ Ｘ

Ｏ４３－２５７－４２６２ ０４３－２５７－４５３０

０４３－２５７－４７００ ０４３－２５７－４２６４

０４３－２５７－４２６２ ０４３－２５７－４５３０

０４３－２５７－４２６２ ０４３－２５７－４５３０

０４３－２５７－４７００ ０４３－２５７－４２６４
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〃 爾隔蘇語会社
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本 社 〒５７７－８５５１ 東 大 阪 南 寳 井 田 本 遍 ４ －１ － １

東日本當粟郎 〒１ ㎜ 東東穏斬 實区 新喧２。１－１５（古鷹ビル）
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あたり動画で１０秒 間（４コマ／秒）、
、 約４０件 録 画 で ぎま す。

カラーテレビドアホンＪＯ録画３・３形 画 面は ハメコミ合 成で「蕗
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● Ｃ Ｓ・８Ｓ・ＣＡＴＶブ ー ス タ

（２６０２ ＭＨｚ対応）

Ｂ Ｌ・Ｎ ７Ｓ Ａ ３８２

（ Ｃ Ａ Ｔ Ｖ・ Ｃ Ｓ ・Ｂ Ｓ・２ Ｗ 型 ）

鍵
．
… 慕蕪磯騨 犠１・

●ＣＳ・ＢＳ／ＵＶ混 倉（分波）器 ●ＣＳ対応 型テレビ 端子
屋 外 型 ＢＬ－ＣＳＭＣ （２６０２ ＭＨｚ対 応）

（Ｃ 昏 ＭＣ） 日Ｌ・７７ＦＷ

（ＣＳ・７７ＦＷ）

張 輔
●ＣＳ対応型分 配器 ●ＣＳ対応 型分岐器

（２６０２ ＭＨｚ対応） （２６０２ ＭＨｚ対応）
Ｂ レＣＤＷ２ ＢＬ・ＣＣＷ２

（ＣＳ・Ｄ２Ｗ） （ＣＳ・Ｃ２Ｗ）

ね 　 な ぼ が 　 ぴ で すむ

日本アンテナ株 式 舎 肚
千 葉 営 業 所
〒 ２６０－０８４３ 千 葉 市 中 央 区 末 広 ２・１・ｉ８ 含 （０４３）２６ ５・６４０１

■ 信 頼 の 全 国 ネ ッ ト サ ー ビ ス ／ ２９ 営 業 所 が お 応 え し ま す 。

ホ ー ム ヘ ー ジア ドレ ス ｈｔｔｐ＝１ 舗 ．ｎ
ｉｐ ｐｏ ｎ－ ａｎｔｅ ｎｎ ａ．ｃｏ．ｊｐ

ノ

圃 園 國 圃

「千葉電設会 だより」 第２０号の発刊にあたり、 市長様をはじめ関係各方面の皆様より

御 寄 稿い た だき、 誠 に 有 難 う
ご ざ い ま し た。 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す。

今年は、 「自 然の叡智」 をテーマに環境問題を発信した一愛・地球博一が大盛況のも

と 終 わ り ま し た。 又、
近 年 の 台 風、 洪 水 の 多 さ …。 ア メ リ カ に 於 け る ハ リ ケ ー ン

（カ トリ ー ナ、 リ タ） 等、 自 然 災 害 が
増 え て い ま す。 い ず れ も地 球 温 暖 化 が 一 因 なの

で しょ う か ？

こ れ か ら は、 益々、 環 境問 題 に 取 組 む 時 代 と な り そう で
す
。

次 号 も、 皆 様か らの 貴 重な る 御 寄 稿 を お 待ち し てお り ます。

（山本勝生）
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（写 真 提 供 中 央 ・ 美 浜 土 木 事 務 所 長 様 よ り）
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